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二
〇
一
二
年
七
月
に
発
見
さ
れ
た
集
安
高
句
麗
碑
は
、
広
開
土
王
碑
・
中
原
高
句
麗
碑
に
つ
ぐ
、
高
句
麗
時
代
の
数
少
な
い
金
石
文
と
し

て
話
題
を
集
め
た
。
最
近
、
正
式
な
報
告
書
で
あ
る
『
集
安
高
句
麗
碑
』
が
刊
行
さ
れ
、
日
本
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
同
書
の
概
要
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ
の
碑
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
の
が
、
小
論
で
あ
る
。
集
安
高
句
麗
碑
は
、
広
開
土
王
碑
と

関
係
が
深
く
、
時
期
的
に
も
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
高
句
麗
王
陵
の
守
墓
制
度
が
故
国
壤
王
や
そ
の
子
の
広
開
土
王
の
時
代
に
整
備

さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
う
格
好
の
史
料
で
あ
る
。

　
新
た
な
発
見

　

二
〇
〇
四
年
に
西
安
で
発
見
さ
れ
た
井
真
成
の
墓
誌
、
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
、
同
じ
く
西
安
で
み
つ
か
っ
た
祢
軍
墓
誌
は
、
い
ず
れ
も
日

本
古
代
史
の
研
究
に
も
関
係
の
あ
る
、
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
発
見
に
よ
っ
て
、
金
石
文
に
対
す
る
関
心
が
再
燃
し
た
と
い
っ
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て
よ
い
。
ま
た
、こ
れ
と
前
後
し
て
国
内
で
も
、福
岡
市
郊
外
の
元
岡
古
墳
群
の
Ｇ
六
号
墳
か
ら
西
暦
五
七
〇
年
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
「
庚

寅
」
の
干
支
を
刻
ん
だ
鉄
刀
が
出
土
。
さ
ら
に
、
直
接
の
発
見
で
は
な
い
が
、
広
開
土
王
碑
の
未
公
開
拓
本
や
所
在
不
明
だ
っ
た
水
谷
悌
二

郎
旧
蔵
拓
本
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
金
石
文
研
究
に
刺
戟
を
与
え
る
出
来
事
が
相
次
い
だ
。

　

こ
う
し
た
貴
重
な
新
発
見
は
そ
う
続
く
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
い
た
が
、今
年
（
二
〇
一
三
）
一
月
に
な
っ
て
、中
国
で
大
き
な
ニ
ュ
ー

ス
が
報
じ
ら
れ
た
。
二
〇
一
三
年
一
月
四
日
附
の
『
中
国
文
物
報
』
に
「
吉
林
集
安
新
発
見
高
句
麗
石
碑
」
と
題
す
る
記
事
が
出
た
こ
と
は
、

記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
広
開
土
王
碑
の
所
在
地
で
知
ら
れ
る
、
高
句
麗
の
旧
都
集
安
（
か
つ
て
の
国
内
城
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和

国
吉
林
省
通
化
地
級
市
集
安
市
）
か
ら
、
こ
の
碑
と
き
わ
め
て
深
い
関
係
に
あ
る
石
碑
が
発
見
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
集
安
市

麻
線
村
の
村
民
が
麻
線
河
に
石
を
採
集
に
行
っ
た
と
き
に
偶
然
発
見
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
に
よ
っ
て
、
高
句
麗
時

代
の
石
碑
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
の
ち
に
「
集
安
高
句
麗
碑
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
新
史
料
で
あ
る
。

　

高
句
麗
時
代
の
石
碑
と
し
て
は
、
前
述
の
広
開
土
王
碑
と
中
原
高
句
麗
碑
の
二
つ
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
発
見
は
そ
れ
に
次
ぐ
。

『
中
国
文
物
報
』
に
は
、
碑
文
の
全
文
（
判
読
で
き
る
部
分
の
み
）
と
と
も
に
、
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

読
ん
だ
わ
れ
わ
れ
日
本
の
研
究
者
は
、
一
刻
も
は
や
く
そ
の
詳
細
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
筆
者
も
、
正
式
な
報
告
書
の
刊
行
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
一
人
だ
が
、
こ
の
た
び
、
吉
林
大
学
出
版
社
か
ら
、
集
安
市
博
物
館
編
著
『
集
安
高
句
麗
碑
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

慶
賀
に
た
え
な
い
。
刊
行
は
、
奥
付
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
一
月
第
一
次
印
刷
と
あ
る
。
石
碑
の
発
見
が
二
〇
一
二
年
七
月
二
九
日
だ
か

ら
、
発
見
か
ら
わ
ず
か
五
箇
月
の
ス
ピ
ー
ド
出
版
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
筆
者
が
、
予
約
し
て
い
た
東
方
書
店
を
通
じ
て
実
物
を
入
手
し
た
の
は
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
月
発
行
と
あ
る
の

で
、
あ
る
い
は
、『
中
国
文
物
報
』
の
記
事
も
、
報
告
書
の
刊
行
に
合
わ
せ
た
記
者
発
表
な
ど
を
も
と
に
し
た
も
の
か
と
も
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、『
中
国
文
物
報
』
の
掲
げ
る
釈
文
で
は
二
一
八
字
中
一
五
〇
字
だ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
た
び
の
報
告
書
で
は
一
五
八
字
に
増
え
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て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
ど
う
も
、『
中
国
文
物
報
』
報
道
は
、
報
告
書
の
記
載
を
も
と
に
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
記
事
に
は
、

こ
の
石
碑
の
研
究
の
た
め
に
専
門
家
に
よ
る
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
は
い
る
が
、
報
告
書
の
刊
行
に
つ
い
て
は
い
っ
さ

い
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、『
中
国
文
物
報
』
紙
上
の
報
道
は
、
報
告
書
の
刊
行
前
の
も
の
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

正
式
な
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
以
上
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
報
告
書
の
紹
介
も
か
ね
て
、

こ
の
石
碑
の
意
義
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。

　『
集
安
高
句
麗
碑
』

　

は
じ
め
に
、
以
下
の
記
述
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
つ
い
て
、
か
ん
た
ん
に
説
明
し
て
お
く
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
同
書
は
、
集
安
市
博
物
館
編
著
で
、
版
元
は
吉
林
大
学
出
版
社
。
Ａ
４
判
総
二
一
六
頁
に
及
ぶ
大
冊
で
、
カ
ラ
ー
を
ふ

く
む
図
版
四
三
点
を
随
所
に
掲
げ
た
豪
華
版
で
あ
る
。
石
碑
の
発
見
さ
れ
た
の
は
二
〇
一
二
年
七
月
末
の
こ
と
だ
が
、
直
後
の
一
一
月
に
は

国
家
文
物
局
と
吉
林
省
文
化
庁
・
文
物
局
が
専
門
家
か
ら
な
る
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
石
碑
の
研
究
に
あ
た
っ
た
。
チ
ー
ム
に
は
、
広
開
土
王

碑
の
研
究
で
知
ら
れ
る
耿
鉄
華
氏
や
徐
建
新
氏
も
加
わ
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
者
が
中
心
に
な
り
、
釈
文
を
確
定
し
、
内
容
を

分
析
し
た
の
が
、本
書
で
あ
る
。
本
文
は
、「
一
、集
安
高
句
麗
碑
出
土
記
」「
二
、集
安
高
句
麗
碑
調
査
」「
三
、集
安
高
句
麗
碑
釈
文
」「
四
、

集
安
高
句
麗
碑
文
書
体
比
較
」「
五
、
集
安
高
句
麗
碑
研
究
」「
六
、
集
安
高
句
麗
碑
価
値
」「
七
、
集
安
高
句
麗
碑
技
術
保
護
報
告
」「
八
、

集
安
高
句
麗
碑
日
誌
」
か
ら
な
る
。

　

一
は
、出
土
状
況
や
発
見
の
経
緯
、二
は
出
土
地
の
環
境
や
石
碑
の
現
状
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
解
説
し
た
も
の
。
三
の
「
釈
文
」
で
は
、

拓
出
し
た
文
字
を
拓
本
に
よ
っ
て
一
字
一
字
写
真
で
示
す
と
と
も
に
、個
々
の
文
字
の
大
き
さ
や
形
状
を
こ
ま
か
い
数
値
で
示
す
。さ
ら
に
、

四
に
お
い
て
、
集
安
高
句
麗
碑
と
か
か
わ
り
が
深
い
と
思
わ
れ
る
広
開
土
王
碑
・
中
原
高
句
麗
碑
・
冉
牟
墓
誌
の
字
形
と
の
比
較
を
示
す
。
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書
体
の
関
聯
性
な
ど
を
解
明
す
る
う
え
で
参
考
に
な
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
ま
た
、
つ
づ
く
五
は
、
集
安
高
句
麗
碑
の
碑
文
の
内
容
に
つ
い
て

の
研
究
だ
が
、
こ
の
部
分
は
本
書
の
命
脈
と
も
い
え
る
の
で
、
の
ち
に
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
六
は
、
集
安
高
句
麗
碑
に
つ
い
て
、
他
の
金

石
文
を
も
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
歴
史
的
価
値
・
藝
術
的
価
値
を
論
じ
た
も
の
で
、
七
は
、
石
碑
の
保
存
処
理
に
つ
い
て
の
記
述
、
最
後
の
八

は
調
査
日
誌
で
あ
る
。

　

な
お
、
附
録
と
し
て
広
開
土
王
碑
・
中
原
高
句
麗
碑
・
冉
牟
墓
誌
の
写
真
と
釈
文
を
掲
げ
て
お
り
、
き
わ
め
て
行
き
届
い
た
編
輯
で
あ
る
。

　

以
下
、
こ
の
『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
よ
り
つ
つ
、
集
安
高
句
麗
碑
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

　
発
見
者
と
発
見
場
所

　

石
碑
は
、
吉
林
省
麻
線
郷
麻
線
村
の
村
民
馬
紹
彬
氏
が
、
麻
線
河
に
石
を
拾
い
に
行
っ
て
、
河
原
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
鍬
を
使
っ

て
掘
り
出
し
て
み
る
と
、大
き
な
石
板
が
あ
ら
わ
れ
、し
か
も
、表
面
に
は
文
字
が
書
い
て
あ
る
。
文
物
に
ち
が
い
な
い
と
思
っ
た
馬
氏
は
、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
雇
っ
て
石
板
を
自
宅
の
玄
関
前
に
運
ば
せ
て
保
管
し
、
文
物
保
護
派
出
所
に
聯
絡
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
貴
重
な
発
見

は
、
彼
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
慾
を
い
え
ば
、
出
土
現
場
に
石
碑
を
留
め
た
ま
ま
聯
絡
す
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
が
、
一
市
民
に
そ
こ
ま
で

望
む
の
は
無
理
で
あ
る
。
た
だ
、
中
国
出
土
の
墓
誌
に
は
、
出
土
地
も
定
か
で
な
い
盗
掘
品
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
集
安
高
句
麗

碑
は
出
土
地
点
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
あ
り
が
た
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
報
告
書
は
、
こ
の
第
一
発
見
者
の
馬
氏
の
写
真

だ
け
で
な
く
、
本
人
の
生
年
月
日
・
経
歴
・
家
族
構
成
ま
で
し
る
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
発
見
の
経
緯
に
嘘
い
つ
わ
り
の
な
い
こ
と
を
暗

に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

石
碑
が
出
土
し
た
麻
線
河
は
、
老
嶺
山
脈
の
南
麓
に
源
流
が
あ
り
、
北
か
ら
南
に
む
か
っ
て
、
麻
線
溝
盆
地
を
経
由
し
て
鴨
緑
江
に
注
い

で
い
る
。
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集
安
高
句
麗
碑
は
、
こ
の
麻
線
河
の
右
岸
で
出
土
し
た
が
、
じ
つ
は
、
こ
の
あ
た
り
は
、
洞
溝
古
墓
群
麻
線
墓
区
の
中
心
地
帯
で
あ
る
。

　

洞
溝
古
墓
群
に
は
、
万
を
超
え
る
高
句
麗
時
代
の
墳
墓
が
あ
る
。
そ
の
範
囲
は
、
東
西
は
青
石
鎮
長
川
村
か
ら
麻
線
郷
安
子
溝
に
至
り
、

南
は
鴨
緑
江
附
近
、
北
は
連
山
に
及
ん
で
い
る
。
距
離
に
し
て
、
東
西
の
約
四
〇
キ
ロ
、
南
北
は
二
～
四
キ
ロ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

古
墓
群
の
総
面
積
は
一
三
三
四
・
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
が
、の
ち
に
新
し
く
定
め
た
洞
溝
古
墓
群
の
保
護
範
囲
は
、三
九
一
四
・
〇
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
。『
一
九
九
六
年
実
測
洞
溝
古
墓
群
索
引
』
に
よ
れ
ば
、
洞
溝
古
墓
群
の
古
墓
の
総
数
は
一
一
二
五
七
、六
つ
の
墓
区
に
わ
け
ら
れ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
下
解
放
墓
区
が
五
一
、
禹
山
下
墓
区
が
三
八
八
三
、
山
城
下
墓
区
が
一
五
八
三
、万
宝
汀
墓
区
が
一
五
一
六
、七
星
山
墓

区
が
一
七
〇
八
、そ
し
て
麻
線
溝
墓
区
が
二
五
一
六
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
五
月
に
再
度
調
査
と
測
量
が
実
施
さ
れ
た
が
、こ
れ
に
よ
っ
て
、

川
古
墓
群
も
洞
溝
古
墓
群
の
範
囲
に
ふ
く
め
る
こ
と
に
な
り
、
古
墓
の
総
数
は
一
一
四
九
四
に
ま
で
膨
ら
ん
だ
。

　

こ
の
う
ち
、
麻
線
墓
区
は
、
洞
溝
古
墓
群
の
も
っ
と
も
西
側
に
位
置
し
て
い
て
、
高
句
麗
の
旧
都
国
内
城
の
西
、
鴨
緑
江
の
右
岸
に
位
置

す
る
。
東
は
七
星
山
墓
区
と
接
し
、
西
は
安
子
溝
ま
で
及
ん
で
い
る
。
麻
線
河
の
両
側
は
、
古
墓
が
密
集
し
て
い
る
地
帯
で
、
麻
線
墓
区
の

古
墓
の
総
数
は
二
五
七
六
。
そ
れ
ら
が
分
布
す
る
面
積
は
三
五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、
紅
星
片
墓
地
・
麻
線
片
墓
地
・
建
彊
片
墓
地
・
石

廟
子
片
墓
地
に
四
地
区
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
麻
線
墓
地
の
う
ち
、
千
秋
墓
（
Ｊ
Ｍ
Ｍ
一
〇
〇
）・
西
大
墓
（
Ｊ
Ｍ
Ｍ
〇
五
〇
〇
）・
Ｊ
Ｍ

Ｍ
〇
六
二
六
・
Ｊ
Ｍ
Ｍ
二
一
〇
〇
・
Ｊ
Ｍ
Ｍ
二
三
七
八
の
五
基
は
、
高
句
麗
王
陵
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
麻
線
墓
区
は
、
国
内
城
の
西
、
鴨
緑
江
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
高
句
麗
の
住
民
の
居
住
区
域
で
、

王
陵
の
近
く
に
は
守
墓
人
烟
戸
が
居
住
し
、村
落
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
集
安
高
句
麗
碑
は
、麻
線
墓
区
の
中
心
地
帯
に
あ
り
、

千
秋
墓
に
一
番
近
い
こ
と
か
ら
、
千
秋
墓
区
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
碑
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
千
秋
墓
は
、
麻
線
溝
の
東
岸
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
に
位
置
し
、
一
辺
八
五
×
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
の
方
壇
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階
梯
積
石
塚
で
、
太
王
陵
よ
り
も
大
形
で
あ
る
。
各
壇
は
五
層
前
後
の
積
石
が
施
さ
れ
、
頂
部
は
厖
大
な
積
石
で
覆
わ
れ
て
お
り
、「
千
秋

萬
歳
永
固
」「
保
固
乾
坤
相
畢
」
と
い
う
銘
文
の
あ
る
磚
が
出
土
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
（
東
潮
・
田
中
俊
明
『
高
句
麗
の
歴
史
と
遺
跡
』〈
中

央
公
論
社
、
平
成
七
年
四
月
〉
一
九
一
～
一
九
二
頁
）。

　

こ
の
墳
墓
は
、
高
句
麗
第
一
八
代
王
故
国
壤
王
の
陵
墓
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
故
国
壤
王
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
広
開
土
王
の

父
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
石
碑
が
、
広
開
土
王
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
先
王
の
墓
碑
の
一
つ
だ
と
す
る
と
、
王
は
、
亡
父
の
陵
墓

に
碑
を
建
て
た
こ
と
に
な
る
。

　
碑
と
碑
文
の
現
状

　

つ
ぎ
に
、
石
碑
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
べ
て
お
く
。
ま
ず
、
碑
の
形
状
か
ら
書
く
。

　

集
安
高
句
麗
碑
は
粉
黄
色
の
花
崗
岩
で
構
成
さ
れ
、
圭
形
で
あ
る
。
圭
形
の
器
物
に
関
し
て
は
、
西
周
時
代
の
玉
圭
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
碑
形
は
漢
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
報
告
書
で
は
、
河
南
省
孟
津
県
平
楽
鎮
新
荘
村
で
灌
漑
用
水
路
を
掘
る

と
き
に
偶
然
発
見
さ
れ
た
、
漢
代
の
圭
形
の
石
碑
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
の
で
、
小
論
で
は
省

略
に
し
た
が
う
。

　

集
安
高
句
麗
碑
は
、
上
が
狭
く
下
は
広
い
形
状
で
、
左
右
両
面
は
少
し
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
表
裏
両
面
は
叮
嚀
に
加
工
さ
れ
、

碑
面
は
き
わ
め
て
滑
ら
か
で
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
が
、
惜
し
む
ら
く
は
右
上
の
角
に
少
し
缺
け
た
箇
所
が
あ
る
。

　

石
碑
の
高
さ
は
お
よ
そ
一
七
三
セ
ン
チ
、
幅
は
六
〇
・
六
～
六
六
・
五
セ
ン
チ
。
下
部
の
真
ん
中
に
ほ
ぞ
が
あ
り
、
高
さ
は
一
五
～

一
九
・
五
セ
ン
チ
で
、
幅
四
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
は
二
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
も
と
は
碑
座
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今
は
残
っ
て
い
な
い
。
石
碑

の
正
面
は
陰
刻
で
、
隷
書
体
の
文
字
が
一
〇
行
な
ら
ぶ
。
第
九
行
ま
で
は
毎
行
二
二
字
、
最
後
の
一
行
は
二
〇
字
、
全
部
で
二
一
八
字
あ
る
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が
（
附
記
①
参
照
）、
右
上
部
分
の
缺
損
の
た
め
、
一
〇
字
程
度
を
缺
い
て
い
る
。
裏
面
に
は
一
列
の
文
字
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
、

腐
蝕
が
甚
だ
し
く
、
判
読
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
左
側
に
人
為
的
な
掘
り
痕
跡
が
あ
っ
て
、
筆
畫
が
か
す
か
に
残
る
も
の
の
、
字
形
は
判

別
し
づ
ら
い
。

　

集
安
高
句
麗
碑
を
広
開
土
王
碑
と
く
ら
べ
る
と
、
ま
ず
、
大
き
さ
が
か
な
り
ち
が
う
。
高
さ
で
い
う
と
、
集
安
高
句
麗
碑
は
広
開
土
王
碑

の
四
分
の
一
程
度
と
、
は
る
か
に
小
さ
い
。
ま
た
、
広
開
土
王
碑
は
自
然
石
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
が
、
集
安
高
句
麗
碑
の
ほ
う

は
石
材
を
加
工
・
修
整
し
、
表
面
を
平
滑
に
し
た
う
え
で
刻
字
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

両
者
は
、
石
の
大
き
さ
や
材
質
が
異
な
る
た
め
、
お
な
じ
隷
書
体
な
が
ら
書
体
は
微
妙
に
異
な
り
、
字
の
大
き
さ
も
ち
が
う
。
広
開
土
王

碑
の
小
さ
め
の
文
字
は
、
た
と
え
ば
、
第
三
面
の
第
八
行
の
第
三
九
字
「
五
」
が
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
八
・
五
セ
ン
チ
、
第
一
面
の
第
九
行
の

第
三
〇
字
の
「
王
」
が
長
さ
七
セ
ン
チ
、
幅
八
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
や
や
大
き
め
の
字
は
、
た
と
え
ば
、
第
四
面
の
第
一
行

の
第
一
九
字
の
「
奥
」
が
長
さ
一
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
二
セ
ン
チ
、
第
四
面
の
第
四
行
の
第
三
五
字
の
「
家
」
が
長
さ
一
一
・
五
セ
ン
チ
、

幅
一
一
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
、
集
安
高
句
麗
碑
の
文
字
は
全
体
に
小
ぶ
り
で
あ
る
。
小
さ
め
の
文
字
で
い
う
と
、
た
と
え
ば
、
第
一
行
の
第
十
字

の
「
自
」
は
、
わ
ず
か
に
長
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
。
大
き
め
の
字
で
も
、
た
と
え
ば
、
第
四
行
の
第
一
五
字
の
「
売
」
は
、

長
さ
五
・
二
セ
ン
チ
、
幅
四
・
八
セ
ン
チ
し
か
な
い
。

　

な
お
、
字
数
の
点
で
も
、
広
開
土
王
碑
は
約
一
七
七
五
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
集
安
高
句
麗
碑
の
ほ
う
は
わ
ず
か
に
二
一
八
字

と
、
か
な
り
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
古
代
の
金
石
文
で
い
え
ば
、
多
賀
城
碑
の
碑
文
よ
り
す
こ
し
多
い
程
度
で
、
情
報
量
は
そ
れ
ほ
ど

豊
富
と
は
い
え
な
い
。
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碑
文
の
内
容

　

つ
ぎ
に
、
碑
文
の
文
字
で
あ
る
。
文
字
の
配
置
は
ひ
じ
ょ
う
に
規
則
的
で
、
上
か
ら
下
へ
、
右
か
ら
左
へ
縦
に
書
か
れ
て
い
る
。
一
行
に

二
二
字
を
排
し
、
全
部
で
一
〇
行
あ
る
が
、
最
後
の
一
行
は
二
〇
字
し
か
な
く
、
全
部
で
二
一
八
字
と
な
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ

る
。
右
上
が
缺
損
し
て
い
る
た
め
、
一
〇
字
ほ
ど
缺
け
て
お
り
、
ま
た
、
石
碑
が
長
期
間
河
床
に
あ
っ
た
た
め
磨
滅
が
甚
だ
し
く
、
一
部
の

文
字
が
糢
糊
と
し
て
い
る
。
研
究
チ
ー
ム
の
解
読
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
は
、
一
五
六
文
字
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
釈
文
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
　

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

　
　

Ⅰ
□
□
□
□
世
必
授
天
道
自
承
元
王
始
祖
鄒
牟
王
之
創
基
也

　
　

Ⅱ
□
□
□
子
河
伯
之
孫
神
靈
祐
護
蔽
蔭
開
國
辟
土
繼
胤
相
承

　
　

Ⅲ
□
□
□
□
□
□
烟
戸
以
此
河
流
四
時
祭
祀
然
而
□
備
長
烟

　
　

Ⅳ
□
□
□
□
烟
戸
□
□
□
□
富
足
□
轉
賣
□
□
守
墓
者
以
銘

　
　

Ⅴ
□
□
□
□
□
□
□

罡
罡 □

太
王
□
□
□
□
王
神
□
□
輿
東
西

　
　

Ⅵ
□
□
□
□
□
□
追
述
先
聖
功
勛
彌
高
悠
烈
繼
古
人
之
慷
慨

　
　

Ⅶ
□
□
□
□
□
□
□
□
自
戊
□
定
律
教
□
發
令
其
修
復
各
於

　
　

Ⅷ
□
□
□
□
立
碑
銘
其
烟
戸
頭
廿
人
名
以
示
後
世
自
今
以
後

　
　

Ⅸ
守
墓
之
民
不
得
擅
自
更
相
轉
賣
雖
富
足
之
者
亦
不
得
其
買

　
　

Ⅹ
賣
如
有
違
令
者
後
世
□
嗣
□
□
看
其
碑
文
與
其
罪
過

　

前
述
の
よ
う
に
、
集
安
高
句
麗
碑
は
、
広
開
土
王
碑
に
く
ら
べ
る
と
文
字
数
は
か
な
り
少
な
い
。
現
在
判
読
で
き
る
文
字
か
ら
推
測
す
る
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と
、
碑
文
の
内
容
は
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

碑
文
は
、
ま
ず
、
始
祖
鄒
牟
王
が
国
家
の
基
礎
を
切
り
開
き
、
神
霊
の
加
護
に
よ
り
、
新
国
家
を
建
て
、
相
次
い
で
王
位
を
受
け
継
い
で

き
た
こ
と
を
し
る
す
。
そ
し
て
、
Ⅲ
・
Ⅳ
行
目
で
は
、
一
定
の
数
量
の
烟
戸
を
配
し
て
、
彼
ら
に
四
季
を
通
じ
て
祭
祀
せ
し
め
た
が
（
Ⅲ
―

20
に
「
備
」
の
字
が
あ
る
の
で
、
広
開
土
王
碑
を
参
考
に
す
る
と
、
こ
の
あ
と
に
は
「
洒
掃
す
る
の
に
備
え
さ
せ
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
）、
そ
の
後
烟
戸
の
売
買
が
お
こ
な
わ
れ
、
守
墓
人
烟
戸
に
錯
簡
が
生
じ
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ⅴ
～
Ⅶ
行
あ
た
り
で
は
、
広
開
土
王
が
統
治
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
王
は
、
領
土
を
切
り
開

き
、
功
績
は
著
し
い
。
先
王
の
た
め
に
碑
を
立
て
、
勲
績
を
記
述
し
て
、
守
墓
条
令
を
公
布
し
た
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。

　

そ
し
て
、
守
墓
人
烟
戸
頭
二
〇
人
程
度
の
名
前
を
刻
ん
で
、
後
世
に
示
し
、
最
後
に
、「
自
今
以
後
、
守
墓
之
民
、
不
得
擅
自
更
相
転
売
、

雖
富
足
之
者
、
亦
不
得
其
買
売
。
如
有
違
令
者
、
後
世
子
嗣
並
罰
、
看
其
碑
文
、
与
其
罪
過
」
と
刻
ん
で
、
今
後
は
、
守
墓
の
民
を
勝
手
転

売
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
た
と
え
富
裕
層
で
も
売
買
し
て
は
な
ら
な
い
、
も
し
、
法
令
に
違
反
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
子
孫
に
罰
則
を

与
え
る
、
と
布
告
す
る
。

　
『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
よ
れ
ば
、
碑
文
の
裏
の
左
側
に
人
為
的
な
破
損
が
あ
り
、
筆
画
の
痕
蹟
は
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
う
。
同
書
は
、
そ

れ
が
二
〇
人
の
烟
戸
の
名
前
か
も
知
れ
ず
、
子
孫
に
累
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
消
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
み
て
い
る
が
、
い
か
が
な

も
の
で
あ
ろ
う
。

　
広
開
土
王
碑
と
の
関
聯
性

　

こ
の
碑
文
の
内
容
を
み
て
、
誰
も
が
頭
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
広
開
土
王
碑
の
文
章
で
あ
る
。
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高
句
麗
広
開
土
王
碑
は
、
高
句
麗
の
第
一
九
代
の
王
で
あ
る
広
開
土
王
（
碑
文
で
は
「
國
岡
上
廣
開
土
境
平
安
好
太
王
」）
の
事
蹟
を
称
え
た
る

た
め
に
、
彼
の
子
の
長
寿
王
が
四
一
四
年
九
月
二
九
日
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
好
太
王
碑
と
も
呼
ば
れ
る
。
集
安
に
現
存
す
る
巨
碑
で
、

附
近
に
は
、
広
開
土
王
の
墓
だ
と
さ
れ
る
将
軍
塚
と
い
う
巨
大
な
墳
墓
が
存
在
し
て
い
る
の
で
（
大
王
塚
を
広
開
土
王
墓
と
す
る
説
も
あ
る
）、
こ

の
碑
は
、
王
墓
に
附
属
す
る
墓
碑
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

広
開
土
王
碑
は
、
清
朝
末
の
光
緒
六
年
（
一
八
八
〇
、
明
治
一
三
年
）
ご
ろ
に
発
見
さ
れ
、
翌
年
関
月
山
に
よ
っ
て
拓
本
が
作
成
さ
れ
た
が
、

日
本
に
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
当
時
陸
軍
砲
兵
大
尉
だ
っ
た
酒さ
か
わ匂

景か
げ
あ
き信

が
紹
介
し
た
の
が
、
最
初
で
あ
る
。
酒
匂
は
、
参
謀
本
部

に
所
属
す
る
諜
報
員
で
、
こ
の
拓
本
も
、
当
時
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
に
関
す
る
情
報
を
蒐
め
て
い
た
参
謀
本
部
の
諜
報
活
動
の
一
環
と

し
て
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
酒
匂
本
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
墨
を
使
っ
て
直
接
碑
か
ら
写
し
取
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
水
谷
悌
二
郎
氏
は
、
碑
の
上
か
ら
縁
取
り
し
て
文
字
の
輪
郭
を
忠
実
に
書
き
写
し
た
「
双
鉤
加
墨
本
」
だ
と
み
た
が
、
末

松
保
和
氏
に
よ
れ
ば
、「
酒
匂
拓
本
」
は
原
石
拓
本
に
朱
を
入
れ
た
も
の
を
上
か
ら
な
ぞ
っ
て
製
作
し
た
も
の
で
あ
り
、「
墨
水
廓
填
本
」
と

呼
ぶ
の
が
相
応
し
い
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
酒
匂
は
、
拓
本
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
碑
文
の
一
部
を
削
り
取
る
か
、
あ
る
い
は
、
不
明
確
な
箇
所
に
石
灰
を
塗
布
し
て
改

竄
し
た
と
す
る
李
進
煕
氏
の
説
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
参
謀
本
部
も
、
酒
匂
の
捏
造
を
隠
蔽
・
補
強
す
る
た
め
に
、
碑
の
全
面
に
石
灰
を

塗
布
し
た
と
い
う
。「
石
灰
塗
付
作
戦
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
、こ
の
説
は
、発
表
当
時
、学
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
、そ
の
後
、

徐
建
新
氏
が
、
潘
祖
蔭
旧
蔵
の
「
墨
水
廓
填
本
」
を
発
見
・
紹
介
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
ん
に
ち
で
は
、
そ
う
し
た
改
竄
は
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

碑
は
、
高
さ
約
六
・
三
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
柱
状
の
自
然
石
で
、
表
面
に
い
く
ら
か
加
工
の
あ
と
は
み
ら
れ
る

も
の
の
、
原
石
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
石
碑
に
転
用
し
て
い
る
。
四
面
に
は
、
は
が
き
大
の
大
き
さ
の
文
字
で
、
約
一
七
七
五
字
に
及
ぶ
漢
文
の
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文
章
が
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
風
化
や
劣
化
に
よ
っ
て
判
読
不
能
な
箇
所
も
か
な
り
存
在
す
る
。

　
碑
文
の
内
容　

　

碑
文
の
内
容
は
、
三
段
落
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
段
落
は
、
始
祖
鄒
牟
王
に
始
ま
る
王
家
の
由
来
を
綴
り
、
第
二
段
落
で
は
、
広
開
土

王
の
功
績
（
お
も
に
外
国
と
の
戦
績
）
に
つ
い
て
編
年
体
で
し
る
し
、
最
後
の
第
三
段
落
で
は
、
み
ず
か
ら
の
墓
の
管
理
に
つ
い
て
の
広
開
土

王
の
遺
言
や
守
墓
人
の
こ
と
を
詳
し
く
書
い
て
い
る
。

　

日
本
で
広
開
土
王
碑
と
い
え
ば
、
倭
と
の
戦
闘
に
つ
い
て
し
る
す
第
二
段
落
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
・
三
段
落
の
内
容
も
重
要

で
あ
る
。
餘
談
に
な
る
が
、
京
都
の
古
代
研
究
会
で
こ
の
碑
文
に
関
す
る
上
田
正
昭
氏
の
研
究
発
表
を
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の

と
き
、
先
生
は
、
鄒
牟
王
が
卵
か
ら
生
ま
れ
た
と
し
る
す
高
句
麗
の
始
祖
神
話
（
い
わ
ゆ
る
卵
生
神
話
）
第
一
段
落
の
記
述
の
重
要
性
を
強
調

し
て
お
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
ま
ず
、
碑
の
文
章
を
掲
げ
て
お
こ
う
（
武
田
幸
男
氏
『
広
開
土
王
碑
と
の
対
話
』
に
よ
る
）。

　
　

第
一
面

　
　

�

惟
昔
始
祖
鄒
牟
王
之
創
基
也
出
自
北
夫
餘
天
帝
之
子
母
河
伯
女
郎
剖
卵
降
世
出
而
子
有
聖
□
□
□
□
□
□
命
駕
」
巡
車
南
下
路
由
夫
餘

奄
利
大
水
王
臨
津
言
曰
我
是
皇
天
之
子
母
河
伯
女
郎
鄒
牟
王
爲
我
連
葭
浮
龜
應
聲
即
爲
」
連
葭
浮
龜
然
後
造
渡
於
沸
流
谷
忽
本
西
城

山
上
而
建
都
焉
不
樂
世
位
天
遣
黄
龍
來
下
迎
王
王
於
忽
本
東

罡
罡 履

」
龍
首
昇
天
顧
命
世
子
儒
留
王
以
道
興
治
大
朱
留
王
紹
承
基
業

至

十
七
世
孫
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
平
安
好
太
王
」
二
九
登
祚
号
爲
永
樂
太
王
恩
澤
洽
于
皇
天
威
武
振
被
四
海
掃
除
□
□
庶
寧
其
業
國
富
民
殷

五
穀
豊
熟
昊
天
不
」
弔
卅
有
九
晏
駕
棄
國
以
甲
寅
年
九
月
廿
九
日
乙
酉
遷
就
山
陵
於
是
立
碑
銘
記
勲
績
以
示
後
世
焉
其
辞
曰

　
　

�

永
樂
五
年
歳
在
乙
未
王
以
稗
麗
不
□
□
人
躬
率
往
討
過
富
山

山
至
鹽
水
上
破
其
三
部
洛
六
七
百
營
牛
馬
羣
」
羊
不
可
稱
數
於
是
旋
駕
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因
過
襄
平
道
東
來

城
力
城
北
豊
五
備
海
遊
觀
土
境
田
猟
而
還
百
殘
新
羅
舊
是
屬
民
」
由
來
朝
貢
而
倭
以
辛
卯
年
來
渡

破
百
殘

東
□

新
羅
以
爲
臣
民
以
六
年
丙
申
王
躬
率
□
軍
討
伐
殘
國
軍
□
□
」
因
攻
取
壹
八
城
臼
模
盧
城
各
模
盧
城
幹
弖
利

□
□
城
關
弥
城
牟
盧
城

弥
沙
城
□

舎
蔦
城
阿
旦
城
古
利
城
□
」
利
城
雜
珍
城
奥
利
城
句
牟
城
古
須
耶
羅
城
莫
□
□
□
□
城
□
而
能
羅

瑑
城
於

利
城
農

賣

豆

奴
城
沸
□
□

　
　

第
二
面

　
　

�

利
城
弥
鄒
城
也
利
城
太
山
韓
城
掃
加
城
敦
抜
城
□
□
城
□
婁
賣
城
散
那
□
城
那
旦
城
細
城
牟
婁
城

于
婁
城
蘇
灰
」
城
燕
婁
城
析
支
利
城

巖
門
□
城
味
城
□
□
□
□
□
□
□
利
城
就
鄒
城
□
抜
城
古
牟
婁
城
閏
奴
城
貫
奴
城
彡
穰
」
城
□
□
城
儒
□
盧
城
仇
天
城
□
□
□

□
其

國
城
殘
不
服
義
敢
出
百
戰
王
威
赫
怒
渡
阿
利
水
遣

頬
利 迫

城
」
□
□
侵
穴
□
便
圍
城
百
殘
主
困
逼
獻
□
男
女
生
口
一
千
人
細
布
千
匹
跪
王

自
誓
従
今
以
後
永
爲
奴
客
太
王
恩
赦
先
」
迷
之
愆
録
其
後
順
之
誠
於
是
得
五
十
八
城
村
七
百
将
殘
主
弟
并
大
臣
十
人
旋
師
還
都
八
年
戊

戌
敎
遣
偏
師
觀
」
粛
慎
土
谷
因
便
抄
得
莫
□
羅
城
加
太
羅
谷
男
女
三
百
餘
人
自
此
以
来
朝
貢
論
事
九
年
己
亥
百
殘
違
誓
与
倭
和
」
通
王

巡
下
平
穰
而
新
羅
遣
使
白
王
云
倭
人
満
其
國
境
潰
破
城
池
以
奴
客
爲
民
歸
王
請
命
太
王
恩
慈
稱
其
忠
誠
」

特
違
使
還
告
以
□
計
十
年
庚

子
敎
遣
歩
騎
五
萬
往
救
新
羅
從
男
居
城
至
新
羅
城
倭
満
其
中
官
兵
方
至
倭
賊
退
」　　
　
　
　
　

□
□
背
息
追
至
任
那
加
羅
従
抜
城
城

即
歸
服
安
羅
人
戍
兵
抜
新
羅
城
□
城
倭
□
□
潰
城
六
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
盡
拒
□
□
安
羅
人
戍
兵

満
□
□

□
□
其
□
□
□
□
□
□
□
言

　
　

第
三
面

　
　

�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
興
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
辞
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
潰
」
□
□
□
□
安
羅
人
戍
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兵
昔
新
羅
寐
錦
未
有
身
來
論
事
□

國
□
開
土
境
好
太
王
□
□
□
□
寐
錦
□
□
僕
句
」
□
□
□
□
朝
貢
十
四
年
甲
辰
而
倭
不
軌
侵
入

帶
革 方

界
□
□
□
□
□
石
城
□
連
船
□
□
□

王
躬
率
□
□
従
平
穰
」
□
□
□
鋒
相
遇
王
幢
要
截
盪

頬
利 倭

寇
潰
敗
斬
殺
無
數
十
七
年
丁
未
敎
遣
歩

騎
五
萬
□
□
□
□
□
□
□
□
□
師
」
□
□
合
戰
斬
殺
蕩
盡
所
稚
鎧
鉀
一
萬
餘
領
軍
資
器
械
不
可
稱
數
還
破
沙
溝
城
婁
城
□
住
城
□
□

□
□
□
□
那
」
□
城
廿
年
庚
戌
東
夫
餘
舊
是
鄒
牟
王
属
民
中
叛
不
貢
王
躬
率
往
討
軍
到
餘
城
而
餘
城
國
駭
□
□
□
□
□
□
□
」
□
□

王
恩
晋
覆
於
是
旋
還
又
其
慕
化
随
官
来
者
味
仇
婁
鴨
盧
卑
斯
麻
鴨
盧

楊
瑞 社

婁
鴨
盧
粛
斯
舎
鴨
盧
□
□
□
」
鴨
盧
凡
所
攻
破
城
六
十
四
村

一
千
四
百
守
墓
人
烟
戸
賣
句
余
民
國
烟
二
看
烟
三
東
海
賈
國
烟
三
看
烟
五
敦
城
」
民
四
家
盡
爲
看
烟

于
城
一
家
爲
看
烟
碑
利
城
二
家
爲

國
烟
平
穰
城
民
國
烟
一
看
烟
十
訾
連
二
家
爲
看
烟
俳
婁
」
人
國
烟
一
看
烟
卌
二

梁
契 谷

二
家
爲
看
烟

梁
契 城

二
家
爲
看
烟
安
夫
連
廿
二
家
爲

看
烟
□
谷
三
家
爲
看
烟
新
城
三
」
家
爲
看
烟
南
蘇
城
一
家
爲
國
烟
新
来
韓
穢
沙
水
城
國
烟
一
看
烟
一
牟
婁
城
二
家
爲
看
烟

豆
比
鴨
岑
韓

五
家
爲
」
看
烟
句
牟
客
頭
二
家
爲
看
烟
永

底
韓
一
家
爲
看
烟
舎
蔦
城
韓
穢
國
烟
三
看
烟
廿
一
古

須
耶
羅
城
一
家
爲
看
烟
」

炅
古
城
國
烟

一
看
烟
三
客
賢
韓
一
家
爲
看
烟
阿
旦
城
雜
珍
城
合
十
家
爲
看
烟
巴
奴
城
韓
九
家
爲
看
烟
臼
模
廬
」
城
四
家
爲
看
烟
各
模
盧
城
二
家
爲
看

烟
牟
水
城
三
家
爲
看
烟
幹
弖
利
城
國
烟
一
看
烟
三
弥

鄒
城
國
烟
一
看
烟

　
　

第
四
面

　
　

�　
　
　
　

七
也
利
城
三
家
爲
看
烟
豆
奴
城
國
烟
一
看
烟
二
奥
利
城
國
烟
二
看
烟
八
須
鄒
城
國
烟
二
看
烟
五
百
」
殘
南
居
韓
國
烟
一
看
烟

五
大
山
韓
城
六
家
爲
看
烟
農
賣
城
國
姻
一
看
烟
七
閏
奴
城
國
烟
二
看
烟
廿
二
古
牟
婁
」
城
國
烟
二
看
烟
八
瑑
城
國
烟
一
看
烟
八
味
城
六

家
爲
看
烟
就
咨
城
五
家
爲
看
烟
彡
穰
城
廿
四
家
爲
看
烟
散
那
」
城
一
家
爲
國
烟
那
旦
城
一
家
爲
看
烟
句
牟
城
一
家
爲
看
烟
於
利
城
八
家

爲
看
烟
比
利
城
三
家
爲
看
烟
細
城
三
」
家
爲
看
烟
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
好
太
王
存
時
敎
言
祖
王
先
王
但
敎
取
遠
近
舊
民
守
墓
洒
掃
吾
慮
舊

民
轉
當
羸
劣
」
若
吾
萬
年
之
後
安
守
墓
者
但
取
吾
躬
巡
所
略
來
韓
穢
令
備
洒
掃
言
敎
如
此
是
以
如
敎
令
取
韓
穢
二
百
廿
家
慮
」
其
不
知
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法
則
復
取
舊
民
一
百
十
家
合
新
舊
守
墓
戸
國
烟
卅
看
烟
三
百
都
合
三
百
卅
家
自
上
祖
先
王
以
来
墓
上
」
不
安
石
碑
致
使
守
墓
人
烟
戸
差

錯
唯
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
好
太
王
盡
爲
祖
先
王
墓
上
立
碑
銘
其
烟
戸
不
令
差
錯
」
又
制
守
墓
人
自
今
以
後
不
得
更
相
轉
賣
雖
有
富
足
之
者

亦
不
得
檀
買
其
有
違
令
賣
者
刑
之
買
人
制
令
守
墓
之

　
集
安
高
句
麗
碑
と
の
比
較

　

と
こ
ろ
で
、
新
し
く
出
土
し
た
集
安
高
句
麗
碑
を
、
こ
の
広
開
土
王
碑
と
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
が
深
く
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
広
開
土
王
碑
・
集
安
高
句
麗
碑
は
と
も
に
隷
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
石
材
の
材
質

も
異
な
る
の
で
、
い
ち
が
い
に
比
較
は
む
つ
か
し
い
。
報
告
書
は
、
集
安
高
句
麗
碑
の
書
体
が
、
広
開
土
王
碑
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
流
暢

だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
部
の
学
者
が
い
う
よ
う
に
、
高
句
麗
が
漢
字
の
隷
書
を
公
式
書
体
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
ど
う
か
は
、
さ
ら

に
検
討
が
必
要
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
碑
文
の
書
体
は
、
高
句
麗
の
文
字
書
法
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
書
体
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
碑
文
の
字
句
に
一
致
す
る
箇
所
が
み
ら
れ
、
内
容
に
つ
い
て
も
共
通
点
が
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
集
安
高
句
麗
碑
の
Ⅰ･

Ⅱ
行
目
に
は
「
□
□
□
□
世
必
授
天
道
自
承
元
王
始
祖
鄒
牟
王
之
創
基
也
」｢

□
□
□
子
河
伯
之
孫
神
靈

祐
護
蔽
蔭
開
國
辟
土
繼
胤
相
承｣

と
あ
っ
て
、
始
祖
鄒
牟
王
に
は
じ
ま
る
高
句
麗
王
家
の
由
来
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
広
開
土
王
碑
第

一
面
に
も
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
が
あ
る
。

　
　

�

惟
昔
始
祖
鄒
牟
王
之
創
基
也
出
自
北
夫
餘
天
帝
之
子
母
河
伯
女
郎
剖
卵
降
世
生
而
有
聖
□
□
□
□
□
□
命
駕
」
巡
幸
南
下
路
由
夫
餘
奄

利
大
水
王
臨
津
言
曰
我
是
皇
天
之
子
母
河
伯
女
郎
鄒
牟
王
爲
我
連
葭
浮
龜
應
聲
即
爲
」
連
葭
浮
龜
然
後
造
渡
於
沸
流
谷
忽
本
西
城
山
上

而
建
都
焉
不
樂
世
位
天
遣
黄
龍
來
下
迎
王
王
於
忽
本
東

罡
罡 履

」
龍
首
昇
天
顧
命
世
子
儒
留
王
以
道
興
治
大
朱
留
王
紹
承
基
業
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〔
書
き
下
し
文
〕

　
　

�
惟こ

れ
、
昔
、
始
祖
鄒す
う
ぼ
う牟
王お
う

の
創
基
せ
る
な
り
。
北
夫
餘
自
り
出
ず
。
天
帝
の
子
、
母
は
河
伯
の
女
郎
な
り
。
卵
を
剖さ

き
て
世
に
降
り
、

生
れ
な
が
ら
に
し
て
聖
□
有
り
。
□
□
□
□
□
駕が

を
命
じ
、巡
幸
し
て
南
下
し
、路
は
夫
餘
の
奄え
ん
り利
大
水
に
由よ

る
。
王
、津し
ん

に
臨
み
て
、

言
ひ
て
曰い

は
く
、「
我
は
是こ

れ
皇
天
の
子
、
母
は
河
伯
の
女
郎
、
鄒
牟
王
な
り
。
我
が
爲
に
葭あ
し

を
連
ね
、
龜
を
浮
ば
し
め
よ
」
と
。
聲

に
應
じ
、
即
ち
爲
に
葭
を
連
ね
、
龜
を
浮
か
べ
、
然し
か

る
後
に
造
渡
せ
し
む
。
沸ふ
つ

流
谷
の
忽こ
つ
ほ
ん本
の
西
に
於
て
、
山
上
に
城
し
ろ
き
づき
て
都
を
建
つ
。

世せ
い

位い

を
樂
ま
ず
。
天
、
黄
龍
を
遣
は
し
、
來
り
下
り
て
王
を
迎
へ
し
む
。
王
、
忽
本
の
東

罡
罡 に

於
い
て
、
龍
首
に
履ふ

み
て
天
に
昇
る
。

世せ
い

子し

の
儒
留
王
に
顧
命
し
、
道
を
以
て
興
治
せ
し
む
。
大
朱
留
王
、
基
業
を
紹
承
し
、（
武
田
氏
前
掲
書
に
よ
る
。
以
下
も
同
じ
）

　

集
安
高
句
麗
碑
は
簡
略
な
う
え
に
一
部
に
読
め
な
い
文
字
が
あ
る
た
め
、
正
確
な
文
意
は
把
握
し
が
た
い
が
、
傍
線
部
分
な
ど
は
ま
っ
た

く
表
記
も
表
現
も
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
集
安
高
句
麗
碑
の
冒
頭
の
部
分
も
広
開
土
王
碑
と
同
様
に
、
高
句
麗
は
鄒
牟
王
の
創
基
に
か

か
る
も
の
で
あ
り
、
代
々
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
王
位
が
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
の
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
づ
く
「
□
□
□
子
河
伯
之

孫
」
の
部
分
は
、
広
開
土
王
碑
に
「
天
帝
之
子
母
河
伯
女
郎
」、
牟
頭
婁
塚
出
土
の
墓
誌
に
「
河
伯
之
孫
日
月
之
子
鄒
牟
聖
王
」
と
あ
る
の

を
参
考
に
す
れ
ば
、「
天
帝
之
」
な
い
し
は
「
日
月
之
」
の
三
字
が
入
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
鄒
牟
王
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
集
安
高
句
麗
碑
と
こ
れ
ら
の
銘
文
と
の
緊
密
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
広
開
土
王
碑
と
集
安
高
句
麗
碑
が
と
も
に
守
墓
人
に
つ
い
て
記
載
し
、
そ
こ
に
関
聯
・
共
通
す
る
記
述
が
目
に

つ
く
点
で
あ
る
。
た
だ
、
広
開
土
王
碑
で
は
、
高
句
麗
王
家
の
由
来
に
つ
い
て
の
べ
た
段
落
に
つ
づ
い
て
、
碑
文
の
主
人
公
で
あ
る
広
開
土

王
の
事
蹟
（
勲
績
）
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
よ
う
な
記
述
は
、
集
安
高
句
麗
碑
に
は
な
い
。
集
安
高
句
麗
碑

で
は
、
高
句
麗
王
家
の
由
来
に
つ
づ
い
て
、
守
墓
人
と
そ
の
制
度
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
Ⅲ
行
目
か
ら
最
後
の
行
に

至
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
記
述
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
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�

□
□
□
□
□
□
烟
戸
以
此
河
流
四
時
祭
祀
然
而
□
備
長
烟
」
□
□
□
□
烟
戸
□
□
□
□
富
足
□
轉
賣
□
□
守
墓
者
以
銘
」
□
□
□
□
□

□
□

罡
罡 □

太
王
□
□
□
□
王
神
□
□
輿
東
西
」
□
□
□
□
□
□
追
述
先
聖
功
勛
彌
高
悠
烈
繼
古
人
之
慷
慨
」
□
□
□
□
□
□
□
□
自
戊

□
定
律
教
□
發
令
其
修
復
各
於
□
□
□
□
立
碑
銘
其
烟
戸
頭
廿
人
名
以
示
後
世
自
今
以
後
」
守
墓
之
民
不
得
擅
自
更
相
轉
賣
雖
富
足
之

者
亦
不
得
其
買
」
賣
如
有
違
令
者
後
世
□
嗣
□
□
看
其
碑
文
與
其
罪
過

　

こ
れ
に
対
し
、
広
開
土
王
碑
で
も
、
第
三
面
の
途
中
か
ら
広
開
土
王
陵
の
守
墓
人
に
つ
い
て
、
あ
と
で
掲
げ
る
よ
う
な
詳
し
い
記
載
が
あ

る
が
、
そ
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
は
、

　
　

�

自
上
祖
先
王
以
来
墓
上
」
不
安
石
碑
致
使
守
墓
人
烟
戸
差
錯
唯
國

罡
罡 上

葊
開
土
境
好
太
王
盡
為
祖
先
王
墓
上
立
碑
銘
其
烟
戸
不
令
差

錯
」
又
制
守
墓
人
自
今
以
後
不
得
更
相
轉
賣
雖
有
富
足
之
者
亦
不
得
擅
買
其
有
違
令
賣
者
刑
之
買
人
制
令
守
墓
之

　

と
あ
っ
て
、
傍
線
を
施
し
た
部
分
が
、
さ
き
に
示
し
た
集
安
高
句
麗
碑
の
記
載
と
一
致
す
る
の
に
は
、
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
守
墓
人
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
集
安
高
句
麗
碑
の
眼
目
で
も
あ
り
、『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
も
「
守
墓
人
烟
戸
制
度
」
の
一
章
を

設
け
て
詳
し
い
解
説
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
広
開
土
王
碑
に
は
、

　
　

�

至
十
七
世
孫
國

罡
罡 上

葊
開
土
境
平
安
好
太
王
」
二
九
登
祚
号
爲
永
樂
太
王
恩
沢
□
于
皇
天
威
武
振
被
四
海
掃
除
□
□
庶
寧
其
業
國
富

民
殷
五
穀
豊
熟
昊
天
不
」
弔
卅
有
九
宴
駕
棄
國
以
甲
寅
年
九
月
廿
九
日
乙
酉
遷
就
山
陵
於
是
立
碑
銘
記
勲
績
以
示
後
世
焉

　

と
い
う
文
言
が
み
え
る
が
、
こ
れ
ま
た
お
な
じ
文
言
が
集
安
高
句
麗
碑
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
安
高
句
麗
碑
に
「

罡
罡 □

太

王
」
と
み
え
る
大
王
名
も
、
お
そ
ら
く
は
、
広
開
土
王
碑
に
「
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
平
安
好
太
王
」「
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
好
太
王
」
と
し
る
さ

れ
る
広
開
土
王
の
名
の
一
部
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
字
句
・
表
現
の
一
致
か
ら
も
、
集
安
高
句
麗
碑
と
広
開
土
王
碑
が
密
接

な
関
聯
性
を
も
つ
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
、
両
者
の
共
通
点
が
、
守
墓
人
烟
戸
と
そ
の
自
由
な
売
買
を
禁
じ
た
部
分
の
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文
言
に
集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
注
目
さ
れ
る
。
集
安
高
句
麗
碑
に
み
え
る
「
定
律
」「
発
令
」
と
い
う
用
語
は
、
碑
文
に
し
る
さ
れ
た
こ

と
が
ら
が
、
守
墓
人
烟
戸
制
度
に
か
か
わ
る
法
律
条
文
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
広
開
土
王
碑
の
引
く
「
制
」
と
密
接

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

建
碑
年
代
の
推
定

　

で
は
、
集
安
高
句
麗
碑
は
、
い
っ
た
い
い
つ
誰
の
手
で
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。
つ
ぎ
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
碑
形
で
あ
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
碑
は
先
端
の
尖
っ
た
圭
形
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
漢
代
か
ら
み

ら
れ
る
、
中
国
の
伝
統
的
な
碑
石
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
圭
形
の
碑
は
、
明
清
時
代
ま
で
継
続
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
、

碑
形
か
ら
、
建
立
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
集
安
高
句
麗
碑
』
は
、
碑
文
の
内
容
か
ら
、
建
立
の
時
期
を
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の

点
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
碑
は
、
守
墓
人
烟
戸
の
売
買
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
古
来
、
高
句
麗

王
陵
の
守
墓
人
烟
戸
が
売
買
さ
れ
、
そ
の
員
数
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
国
正
史
や
『
三
国
史
記
』
な
ど
に
は
、
高
句

麗
王
陵
の
守
墓
人
烟
戸
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
多
大
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
広
開

土
王
碑
で
あ
る
。

　

さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
広
開
土
王
碑
の
最
後
の
部
分
に
は
、

　
　

�

上
祖
・
先
王
自
り
以
来
、
墓
の
上ほ
と
りに
石
碑
を
安
ん
ぜ
ず
、
守
墓
人
の
烟
戸
を
使
て
差
錯
せ
し
む
る
に
致
れ
り
。
唯た

だ
國
岡
上
廣
開
土
境

好
太
王
の
み
、
盡
こ
と
ご
とく

祖
・
先
王
の
爲
に
墓
の
上
に
碑
を
立
て
、
其
の
烟
戸
を
銘し
る

し
て
、
差
錯
せ
令
め
ざ
り
き
。
又
た
制せ
い

し
た
ま
う
、「
守
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墓
人
は
、
今
自
り
以
後
、
更た
が

相ひ

に
轉
賣
す
る
を
得
ず
。
富
足
の
者
有
り
と
雖
も
、
亦
た
擅
ほ
し
い
ま
まに

買
ふ
を
得
ず
。
其
れ
、
令れ
い

に
違そ
む

き
て
賣

る
者
有
ら
ば
、
之
を
刑け
い

す
。
買
ふ
人
は
、
制せ
い

令れ
い

を
も
て
守
墓
せ
し
む
」
と
。

　

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
広
開
土
王
以
前
に
は
墓
の
ほ
と
り
に
石
碑
を
立
て
る
こ
と
も
な
く
、
守
墓
人
の
烟
戸
が
混
乱
し
て
い
た
こ
と
、
広

開
土
王
の
代
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
、
上
祖
・
先
王
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
墓
の
ほ
と
り
に
石
碑
を
立
て
、
守
墓
人
の
烟
戸
を
銘
記
し
た
こ

と
、
守
墓
人
の
転
売
を
禁
止
す
る
法
令
を
定
め
た
こ
と
、
な
ど
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
碑
の
年
代
は
広
開

土
王
碑
の
年
代
に
近
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
関
聯
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、碑
文
の
第
七
行
の
第
九
～
一
三
字
に
「
自
戊
□
定
律
」
と
あ
る
字
句
で
あ
る
。『
集
安
高
句
麗
碑
』

は
、
こ
の
「
戊
□
」
が
干
支
に
よ
る
年
代
表
記
か
も
知
れ
な
い
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
、
興
味
深
い
推
論
を
の
べ
て
い
る
。

　

惜
し
む
ら
く
は
、「
戊
」の
下
の
字
は
腐
蝕
し
て
認
識
で
き
な
い
が
、残
畫
か
ら「
子
」な
い
し
は「
午
」で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

そ
こ
で
、
広
開
土
王
の
在
位
時
期
に
近
い
戊
子
年
と
戊
午
年
を
洗
い
出
し
て
み
る
と
、
戊
子
（
美
川
王
二
九
年
、
西
暦
三
二
八
年
）・
戊
午
（
故

国
原
王
二
八
年
、
西
暦
三
五
八
年
）・
戊
子
（
故
国
壤
王
五
年
、
西
暦
三
八
八
年
）・
戊
午
（
長
寿
王
六
年
、
西
暦
四
一
八
年
）・
戊
子
（
長
寿
王
三
六
年
、
西

暦
四
四
八
年
）・
戊
午
（
長
寿
王
六
六
年
、
西
暦
四
七
八
年
）、
の
六
つ
の
候
補
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

一
つ
目
の
「
戊
子
年
」
と
「
戊
午
年
」
は
、
広
開
土
王
以
前
の
時
代
で
あ
る
。『
三
国
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
句
麗
に
お
い
て
律
令
が
は

じ
め
て
頒
布
さ
れ
た
の
は
、
小
獣
林
王
三
年
（
三
七
三
）
だ
か
ら
、
美
川
王
・
故
国
原
王
の
時
代
に
は
守
墓
人
烟
戸
に
関
す
る
法
令
条
文
は
、

ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
候
補
か
ら
外
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
、「
戊
□
」
が
「
戊
子
年
」
な
ら
ば
、故
国
壤
王
の
五
年
（
三
八
八
）
が
候
補
と
な
る
。
故
国
壤
王
は
西
暦
三
八
四
年
に
即
位
し
て
、

西
暦
三
九
一
年
に
歿
し
て
お
り
、
そ
の
あ
と
に
広
開
土
王
が
即
位
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
広
開
土
王
の
父
故
国
壤
王
が
歿
す
る
三
年
前
、
息
子

の
広
開
土
王
と
、
先
王
の
守
墓
人
烟
戸
が
流
失
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
法
律
を
制
定
し
よ
う
と
相
計
り
、
広
開
土
王
は
父
が
歿
し
た
あ
と
そ
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代数 王　号 王　名 前王との
関系 在位時間 備　考

1 東明聖王
鄒牟王

朱蒙、鄒牟 
众解 前 37 ～前 19

2 瑠璃明王 
儒留王

類利 
儒留 父子 前 19 ～ 18

3 大武神王・大朱留王 
大解朱留王

無恤 
味留 父子 18 ～ 44

4 閔中王 解色朱 
解邑朱 兄弟 44 ～ 48

5 慕本王 解憂 
解愛婁 叔侄 48 ～ 53

6 太祖大王 
国祖王

宮 
於漱 叔兄弟 53 ～ 121 『三国史記』では

53 ～ 146

7 次大王 遂成 父子 121 ～ 126 『三国史記』では
146 ～ 165

8 新大王 伯固 
伯句 父子 126 ～ 179 『三国史記』では

165 ～ 179

9 故国川王 
国壤王 男武 父子 179 ～ 197 『三国史記』或名

伊夷模

10 山上王 延優 
伊夷模 兄弟 197 ～ 227 『三国史記』一名

位宮

11 東川王 
東壤王

憂位居 
郊彘 
位宮

父子 227 ～ 248

12 中川王 
中壤王 然費 父子 248 ～ 270

13 西川王 
西壤王

薬盧 
若友 父子 270 ～ 292

14 烽上王 
雉葛王

相夫 
歃矢婁 父子 292 ～ 300

15 美川王 
好壤王

乙弗 
憂弗 叔侄 300 ～ 331

16 故国原王 
国岡上王

斯由 
釗 父子 331 ～ 371

17 小獣林王 
小解朱留王 丘夫 父子 371 ～ 384

18 故国壤王 伊連 
於只支 兄弟 384 ～ 391 『三国史記』では

384 ～ 392

19 広開土好太王 
好太王、永楽太王

談徳 
安 父子 391 ～ 412 『三国史記』では

392 ～ 412
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れ
を
実
行
に
移
し
た
、
と
い
う
想
定
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
か
り
に
「
戊
□
」
が
「
戊
午
年
」
だ
と
す
れ
ば
、
長
寿
王
六
年
（
四
一
八
）
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
開
土
王

碑
に
も
し
る
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
広
開
土
王
は
す
で
に
諸
先
王
の
た
め
に
碑
を
建
て
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
つ
ぎ
の
長
寿
王
の

時
代
ま
で
「
定
律
」
が
ず
れ
込
ん
だ
と
す
る
の
は
い
さ
さ
か
晩
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
。
同
様
に
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
時
代
の
下
る
長
寿
王

三
六
年
の
「
戊
子
」（
四
四
八
）
と
同
六
六
年
の
「
戊
午
」（
四
七
八
）
も
相
応
し
く
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
も
除
外
で
き
よ
う
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
も
っ
と
も
相
応
し
い
干
支
は
、
故
国
壤
王
五
年
の
「
戊
子
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う

に
、
故
国
壤
王
は
在
位
期
間
中
に
守
墓
人
烟
戸
の
管
理
に
関
す
る
法
律
的
な
見
解
を
示
し
、
つ
い
で
即
位
し
た
広
開
土
王
が
そ
れ
を
勅
命
と

し
て
布
告
し
、
碑
文
に
し
て
示
し
た
、
と
解
釈
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
集
安
高
句
麗
碑
は
麻
線
川
辺
に
あ
り
、
そ
れ
が
千
秋
墓
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
千
秋
墓
の
た

め
に
立
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
広
開
土
王
は
諸
先
王
の
王
陵
に
も
碑
を
立
て
た
と
い
う
か
ら
、
彼
は
千
秋
墓
附
近
に
こ
の
集
安
高
句
麗

碑
を
立
て
、
そ
し
て
「
戊
子
」
年
の
定
律
を
強
調
し
て
、
先
父
の
教
訓
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
千
秋
墓
は
第
一
八
代
故
国

壤
王
の
陵
墓
で
あ
る
と
す
る
み
か
た
が
有
力
だ
が
、
碑
文
の
内
容
は
こ
う
し
た
比
定
と
も
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

　

高
句
麗
王
陵
の
守
墓
制
度

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
高
句
麗
に
お
け
る
守
墓
人
烟
戸
制
度
は
、
か
な
り
は
や
く
か
ら
整
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
中
原
の
影
響
で
あ
る
と

い
う
。
そ
し
て
、
中
国
に
お
け
る
皇
帝
や
貴
族
の
霊
園
の
整
備
や
そ
の
管
理
者
に
つ
い
て
の
文
献
上
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

個
々
の
具
体
例
は
省
略
に
し
た
が
う
。

　

高
句
麗
の
王
侯
・
貴
族
の
守
墓
制
度
に
つ
い
て
し
る
し
た
文
献
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
第
八
代
の
新
大
王
が
、
高
句
麗
相
国
で
あ
っ
た
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明
臨
答
夫
の
た
め
に
守
墓
を
二
〇
戸
設
置
し
た
の
は
後
漢
の
霊
帝
光
和
二
年
（
一
七
九
）
の
こ
と
で
あ
り
（『
三
国
史
記
』
巻
一
六
、
新
大
王
一
五

年
九
月
条
・
同
書
巻
四
五
、
明
臨
答
夫
伝
）、
高
句
麗
守
墓
制
度
と
し
て
は
か
な
り
古
い
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
、
す
で
に
秦
漢
と
同

様
の
守
墓
制
度
の
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

ま
た
、こ
の
ほ
か
に
も
、義
煕
六
年
（
四
一
〇
）、北
燕
主
馮
跋
が
、慕
容
雲
を
礼
葬
し
、園
邑
二
〇
家
を
置
い
て
つ
ね
に
供
薦
し
た
こ
と
が
、

『
晋
書
』
巻
一
二
五
、
載
記
第
二
五
、
馮
跋
に
み
え
て
い
る
。

　

慕
容
雲
は
、
字
を
子
雨
と
い
い
、
慕
容
宝
の
養
子
で
あ
る
。
慕
容
雲
の
祖
父
高
和
は
、
高
句
麗
の
支
庶
で
あ
り
、
み
ず
か
ら
高
陽
氏
の
苗

裔
と
称
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
高
を
も
っ
て
氏
と
し
た
の
で
、
慕
容
雲
は
高
雲
と
も
い
う
（『
晋
書
』
巻
一
二
四
、
載
記
第
二
四
、
慕
容
雲
）。
馮
跋

と
高
雲
は
、
君
臣
の
義
に
則
り
な
が
ら
も
、
兄
弟
以
上
に
親
し
く
、
馮
跋
は
、
雲
と
そ
の
妻
子
を
礼
を
も
っ
て
葬
送
し
た
と
い
う
（
前
掲
馮

跋
載
記
）。
こ
れ
は
、
北
方
少
数
民
族
の
鮮
卑
や
高
句
麗
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
守
墓
制
度
を
も
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね

中
原
の
守
墓
制
度
と
お
な
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
高
句
麗
王
陵
の
守
墓
制
度
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
細
に
語
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
広
開
土
王
碑
で
あ
る
。
さ
き
に
も
そ
の
一

部
を
引
い
た
が
、
こ
こ
で
は
関
聯
す
る
、
第
三
面
八
行
目
以
降
の
部
分
を
す
べ
て
引
用
し
て
お
く
。

　
　

�〔
第
三
面
途
中
か
ら
〕（
前
略
）
守
墓
人
烟
戸
賣
句
余
民
國
烟
二
看
烟
三
東
海
賈
國
烟
三
看
烟
五
敦
城
」
民
四
家
盡
爲
看
烟

于
城
一
家
爲

看
烟
碑
利
城
二
家
爲
國
烟
平
穰
城
民
國
烟
一
看
烟
十
訾
連
二
家
爲
看
烟
俳
婁
」
人
國
烟
一
看
烟
卅
二

梁
契 谷

二
家
爲
看
烟

梁
契 城

二
家
爲
看

烟
安
夫
連
廿
二
家
爲
看
烟
□
谷
二
家
爲
看
烟
新
城
三
」
家
爲
看
烟
南
蘇
城
一
家
爲
國
烟
新
来
韓
穢
沙
水
城
國
烟
一
看
烟
一
牟
婁
城
二
家

爲
看
烟

豆
比
鴨
岑
韓
五
家
為
」
看
烟
句
牟
客
頭
二
家
爲
看
烟
求

底
韓
一
家
爲
看
烟
舎
蔦
城
韓
穢
國
烟
三
看
烟
廿
一
古

須
耶
羅
城
一
家
爲

看
烟
」

炅
古
城
國
烟
一
看
烟
三
客
賢
韓
一
家
爲
看
烟
阿
旦
城
雑
珍
城
合
十
家
爲
看
烟
巴
奴
城
韓
九
家
爲
看
烟
臼
模
盧
」
城
四
家
爲
看
烟

各
模
盧
城
二
家
爲
看
烟
牟
水
城
三
家
爲
看
烟
幹
利
城
國
烟
一
看
烟
三
弥

鄒
城
國
烟
一
看
烟
〔
以
下
、
第
四
面
〕　　
　
　

七
也
利
城
三
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家
爲
看
烟
豆
奴
城
國
烟
一
看
烟
二
奥
利
城
國
烟
二
看
烟
八
須
鄒
城
國
烟
二
看
烟
五
百
」
残
南
居
韓
國
烟
一
看
烟
五
大
山
韓
城
六
家
爲
看

烟
農
賣
城
國
烟
一
看
烟
七
閏
奴
城
國
烟
二
看
烟
廿
二
古
牟
婁
」
城
國
烟
二
看
烟
八
城
國
烟
一
看
烟
八
味
城
六
家
爲
看
烟
就
咨
城
五
家
爲

看
烟
彡
穰
城
廿
四
家
爲
看
烟
散
那
」
城
一
家
爲
国
烟
那
旦
城
一
家
爲
看
烟
句
牟
城
一
家
爲
看
烟
於
利
城
八
家
爲
看
烟
比
利
城
三
家
爲
看

烟
細
城
三
」
家
爲
看
烟
國

罡
罡 上

葊
開
土
境
好
太
王
存
時
敎
言
祖
王
先
王
但
敎
取
遠
近
舊
民
守
墓
洒
掃
吾
慮
舊
民
轉
當
羸
劣
」
若
吾
萬
年

之
後
安
守
墓
者
但
取
吾
躬
巡
所
略
来
韓
穢
令
備
洒
掃
言
敎
如
此
是
以
如
敎
令
取
韓
穢
二
百
廿
家
慮
」
其
不
知
法
則
復
取
舊
民
一
百
十
家

合
新
舊
守
墓
戸
國
烟
卅
看
烟
三
百
都
合
三
百
卅
家
自
上
祖
先
王
以
来
墓
上
」
不
安
石
碑
致
使
守
墓
人
烟
戸
差
錯
唯
國

罡
罡 上

葊
開
土
境
好

太
王
盡
爲
祖
先
王
墓
上
立
碑
銘
其
烟
戸
不
令
差
錯
」
又
制
守
墓
人
自
今
以
後
不
得
更
相
轉
賣
雖
有
富
足
之
者
亦
不
得
擅
買
其
有
違
令
賣

者
刑
之
買
人
制
令
守
墓
之

　
　
〔
書
き
下
し
文
〕

　
　

�〔
第
三
面
〕（
前
略
）
守
墓
人
の
烟え
ん

戸こ

。
賣ば
い

句く

余よ

の
民
は
、
國こ
く

烟え
ん

二
、
看か
ん

烟え
ん

三
。
東と
う

海か
い

の
賈こ

は
、
國
烟
三
、
看
烟
五
。
敦と
ん

城じ
ょ
うの

民
の
四
家

は
、盡
こ
と
ご
とく
看
烟
と
爲
す
。
于う

城じ
ょ
うの
一
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
碑ひ

利り

城じ
ょ
うの
二
家
は
、國
烟
と
爲
す
。
平へ
い

穰じ
ょ
う

城じ
ょ
うの
民
は
、國
烟
一
、看
烟
十
。

訾し

連れ
ん

の
二
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
俳は
い

婁ろ
う

の
人
は
、
國
烟
一
、
看
烟
卌
三
。
梁
り
ょ
う

谷こ
く

の
二
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
梁
り
ょ
う

城じ
ょ
うの

二
家
は
、
看
烟
と

爲
す
。
安あ
ん

夫ふ

連れ
ん

の
廿
二
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
□
谷
の
三
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
新し
ん

城じ
ょ
うの

三
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
南な
ん

蘇そ

城じ
ょ
うの

一
家
は
、

國
烟
と
爲
す
。
新
ら
た
に
来
れ
る
韓か
ん

と
穢わ
い

。
沙さ

水す
い

城じ
ょ
うは
、
國
烟
一
、
看
烟
一
。
牟ほ
う

婁ろ
う

城じ
ょ
うの
二
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。

豆 と
う

比ひ

鴨お
う

岑し
ん

の
韓
の

五
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
句く

牟ぼ
う

客き
ゃ
く

頭と
う

の
二
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
求
き
ゅ
う

底 て
い

の
韓
の
一
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
舎し
ゃ

蔦ち
ょ
う

城じ
ょ
うの
韓
と
穢
は
、
國

烟
三
、
看
烟
廿
一
。
古こ

須 す

耶や

羅ら

城じ
ょ
うの
一
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
炅け
い

古こ

城じ
ょ
うは
、
國
烟
一
、
看
烟
三
。
客
き
ゃ
く

賢け
ん

の
韓
の
一
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。

阿あ

旦た
ん

城じ
ょ
うと
雜ざ
つ

珍ち
ん

城じ
ょ
うは
、十
家
を
合
せ
て
看
烟
と
爲
す
。
巴ほ

奴ど

城じ
ょ
うの
韓
の
九
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
臼
き
ゅ
う

模も

盧ろ

城じ
ょ
うの
四
家
は
、看
烟
と
爲
す
。

各か
く

模も

廬ろ

城じ
ょ
うの

二
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
牟ぼ
う

水す
い

城じ
ょ
うの

三
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
幹か
ん

弖て

利り

城じ
ょ
うは

、
國
烟
一
、
看
烟
三
。
弥み

鄒 す
う

城じ
ょ
うは

、
國
烟
一
、

― 22 ―

吉
林
省
集
安
市
発
見
の
高
句
麗
碑
に
つ
い
て
（
荊
木
）



看
烟
〔
以
下
、
第
四
面
〕
七
。
也や

利り

城じ
ょ
うの

三
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
豆と
う

奴ど

城じ
ょ
うは

、
國
烟
一
、
看
烟
二
。
奥お
う

利り

城じ
ょ
うは

、
國
烟
二
、
看
烟
八
。

須す

鄒す
う

城じ
ょ
うは
、
國
烟
二
、
看
烟
五
。
百
ひ
ゃ
く

殘ざ
ん

の
南
に
居
る
韓
は
、
國
烟
一
、
看
烟
五
。
太た
い

山さ
ん

韓か
ん

城じ
ょ
うの
六
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
農の
う

賣ば
い

城じ
ょ
うは
、

國
姻
一
、
看
烟
七
。
閏
じ
ゅ
ん

奴ど

城じ
ょ
うは
、
國
烟
二
、
看
烟
廿
二
。
古こ

牟ぼ
う

婁ろ
う

城じ
ょ
うは
、
國
烟
二
、
看
烟
八
。
瑑た
く

城じ
ょ
うは
、
國
烟
一
、
看
烟
八
。
味み

城じ
ょ
うの

六
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
就
し
ゅ
う

咨し

城じ
ょ
うの

五
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
彡さ
ん

穣じ
ょ
う

城じ
ょ
うの

廿
四
家
は
、看
烟
と
爲
す
。
散さ
ん

那な

城じ
ょ
うの

一
家
は
、國
烟
と
爲
す
。

那な

旦た
ん

城じ
ょ
うの
一
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
句く

牟ぼ
う

城じ
ょ
うの
一
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
於よ

利り

城じ
ょ
うの
八
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。
比ひ

利り

城じ
ょ
うの
三
家
は
、
看

烟
と
爲
す
。
細さ
い

城じ
ょ
うの

三
家
は
、
看
烟
と
爲
す
。

　
　

�

國こ
く

罡
罡

こ
う

上じ
ょ
う

廣こ
う

開か
い

土ど

境き
ょ
う

好こ
う

太た
い

王お
う

の
存
せ
ら
れ
し
時
、
教き
ょ
うし

て
「
祖
王
・
先
王
は
、
但た

だ
教
し
て
、『
遠
・
近
の
舊
民
を
取
り
、
守
墓
し
て

洒し
ゃ

掃そ
う

せ
し
む
』
と
ま
お
せ
し
の
み
。
吾
れ
、
舊
民
の
轉う
つ

り
て
當ま
さ

に
羸る
い

劣れ
つ

せ
ん
こ
と
を
慮
お
も
ん
ば
かる
。
若
し
、
吾
れ
、
萬
年
の
後
に
守
墓
者
を

安
ん
ぜ
ん
に
は
、
但た

だ
吾
れ
躬
ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
を
取
り
、
洒
掃
に
備
へ
令し

む
る
の
み
」
と
言
ひ
た
ま
う
。
教
に
言
ふ

こ
と
此か
く

の
如
し
。
是こ
こ

を
以
て
、
教
の
如
く
、
韓
と
穢
の
二
百
廿
家
を
取
ら
令し

む
。
其
の
法
則
を
知
ら
ざ
る
を
慮
り
、
復
た
舊
民
一
百
十

家
を
取
る
。
新
・
舊
の
守
墓
戸
を
合
せ
て
、
國
烟
は
卅
、
看
烟
は
三
百
、
都
合
三
百
卅
家
。
上
祖
・
先
王
自
り
以
来
、
墓
の
上ほ
と
りに
石
碑

を
安
ん
ぜ
ず
、
守
墓
人
の
烟
戸
を
使
て
差
錯
せ
し
む
る
に
致
れ
り
。
唯た

だ
國

罡
罡 上

廣
開
土
境
好
太
王
の
み
、
盡
こ
と
ご
とく

祖
・
先
王
の
爲
に
墓

の
上
に
碑
を
立
て
、
其
の
烟
戸
を
銘し
る

し
て
、
差
錯
せ
令
め
ざ
り
き
。
又
た
制せ
い

し
た
ま
う
、「
守
墓
人
は
、
今
自
り
以
後
、
更た
が

相ひ

に
轉
賣

す
る
を
得
ず
。
富
足
の
者
有
り
と
雖
も
、
亦
た
擅
ほ
し
い
ま
まに
買
ふ
を
得
ず
。
其
れ
、
令れ
い

に
違そ
む

き
て
賣
る
者
有
ら
ば
、
之
を
刑け
い

す
。
買
ふ
人
は
、

制せ
い

令れ
い

を
も
て
守
墓
せ
し
む
」
と
。

　

こ
れ
を
み
れ
ば
、あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、第
四
面
の
第
五
行
ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
の
国
烟
と
看
烟
が
こ
ま
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、第
四
面
第
五
行
目
の
「
国

罡
罡 上

広
開
土
境
好
太
王
存
時
教
言
」
以
下
、八
行
目
の
「
都
合
三
百
三
十
家
」
ま
で
の
記
載
に
よ
っ
て
、

広
開
土
王
陵
の
烟
戸
は
合
計
三
三
〇
戸
、
そ
の
内
訳
は
国
烟
三
〇
戸
、
看
烟
三
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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ま
た
、
右
の
碑
文
か
ら
は
、
守
墓
人
烟
戸
の
職
掌
を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
記
の
引
用
文
に
「
遠
・

近
の
舊
民
を
取
り
、
守
墓
し
て
洒し
ゃ

掃そ
う

せ
し
む
」、「
但た

だ
吾
れ
躬
ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
を
取
り
、
洒
掃
に
備
へ
令し

む
る
の
み
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
烟
戸
は
、
王
陵
を
見
張
り
、
つ
ね
に
陵
園
を
清
掃
し
清
潔
に
保
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、広
開
土
王
碑
に
は
、「
上
祖
・
先
王
自
り
以
来
、墓
の
上ほ
と
りに

石
碑
を
安
ん
ぜ
ず
、守
墓
人
の
烟
戸
を
使
て
差
錯
せ
し
む
る
に
致
れ
り
。

唯た

だ
國
岡
上
廣
開
土
境
好
太
王
の
み
、
盡
こ
と
ご
とく
祖
・
先
王
の
爲
に
墓
の
上
に
碑
を
立
て
、
其
の
烟
戸
を
銘し
る

し
て
、
差
錯
せ
令
め
ざ
り
き
」
と
あ

る
か
ら
、
こ
の
王
碑
以
前
に
は
、
高
句
麗
王
陵
に
は
碑
が
な
く
、
そ
の
結
果
、
烟
戸
の
種
類
や
員
数
も
誤
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
、

広
開
土
王
碑
が
は
じ
め
て
建
碑
さ
れ
、
そ
こ
に
烟
戸
を
明
記
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
錯
誤
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
烟
戸
売
買
禁
止
の
法
令
の
出
た
こ
と
が
わ
か
る
の
も
、
広
開
土
王
碑
の
手
柄
で
あ
る
。
碑
文
に
は
「
又
制
（
又
た
制せ

い

し
た
ま
う
）」

と
し
て
、「
守
墓
人
、自
今
以
後
、不
得
更
相
転
売
。
雖
有
富
足
之
者
、亦
不
得
擅
買
。
其
有
違
令
、売
者
刑
之
、買
人
制
令
守
墓
之
（
守
墓
人
は
、

今
自
り
以
後
、
更た

が

相ひ

に
轉
賣
す
る
を
得
ず
。
富
足
の
者
有
り
と
雖
も
、
亦
た
擅

ほ
し
い
ま
まに

買
ふ
を
得
ず
。
其
れ
、
令れ

い

に
違そ

む

き
て
賣
る
者
有
ら
ば
、
之
を
刑け

い

す
。
買
ふ
人
は
、

制せ
い

令れ
い

を
も
て
守
墓
せ
し
む
）」
と
み
え
て
い
る
。
さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
集
安
高
句
麗
碑
に
も
「
自
今
以
後
守
墓
之
民
不
得
擅
自
更
相
轉

賣
雖
富
足
之
者
亦
不
得
其
買
賣
如
有
違
令
者
後
世
□
嗣
□
□
看
其
碑
文
與
其
罪
過
」
と
あ
っ
て
、
広
開
土
王
碑
の
文
言
に
近
い
文
章
が
み
え

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
お
な
じ
法
令
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
を
雄
辯
に
語
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
報
告
書
は
、
今
回
新
し
く
出
土
し
た
集
安
高
句
麗
碑
が
、
こ
う
し
た
守
墓
制
度
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
情
報
を
附
け
加

え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
若
干
補
足
し
つ
つ
、
紹
介
す
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
碑
文
に
「
以
此
河
流
、
四
時
祭
祀
」
と
し
る
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
季
を
通
じ
て
河
原
で
祭
祀
を
お
こ
な
う
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
烟
戸
の
職
務
と
し
て
、
常
々
の
王
陵
祭
祀
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。
た
し
か
に
、
唐
で
は
、

陵
墓
の
管
理
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、「
献
陵
・
昭
陵
・
乾
陵
・
定
陵
・
橋
陵
・
恭
陵
署
。
令
一
人
。
従
五
品
上
。（
中
略
）
丞
一
人
。
従
七
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品
下
。（
中
略
）
録
事
一
人
。（
中
略
）
陵
戸
。（
中
略
）
陵
令
。
掌
先
帝
山
陵
・
率
戸
守
衛
之
事
。
丞
為
之
弐
。
凡
朔
望
・
元
正
・
冬
至
・
寒
食
・

皆
修
享
於
諸
陵
。（
後
略
）」、「
太
子
廟
令
・
丞
。
皆
掌
灑
掃
開
闔
之
節

0

0

0

0

0

0

。
四
時
享
祭
之
礼

0

0

0

0

0

0

」（『
唐
六
典
』
太
常
寺
巻
第
一
四
）
な
ど
と
い
う
規
定

が
み
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
高
句
麗
で
も
、
こ
う
し
た
中
国
の
制
度
に
倣
っ
て
、
は
や
く
か
ら
王
陵
の
管
理
と
祭
祀
に
関
す
る
制
度
が
整

備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
烟
戸
の
頭
目
が
い
て
、
彼
が
「
烟
戸
頭
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
も
、
得
が
た
い
情
報
で
あ
る
。
報
告
書
は
、
集

安
高
句
麗
碑
裏
面
に
二
〇
人
の
「
烟
戸
頭
」
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
み
て
い
る
が
、
彼
ら
の
名
前
を
碑
文
に
明
記
し
て
い
る
の
は
、

祭
祀
・
清
掃
と
い
っ
た
王
陵
管
理
の
責
任
の
所
在
を
明
確
に
さ
せ
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。

　

さ
ら
に
い
ま
一
つ
、
碑
文
か
ら
、
烟
戸
の
売
買
行
為
が
発
生
し
た
場
合
の
処
罰
に
つ
い
て
の
法
律
条
文
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ

か
る
点
も
、
集
安
高
句
麗
碑
の
有
益
な
点
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
法
令
は
広
開
土
王
碑
に
も
引
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け

る
史
料
が
出
現
し
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。

　
烟
戸
は
奴
隷
か

　

と
こ
ろ
で
、『
集
安
高
句
麗
碑
』の「
守
墓
烟
戸
制
度
」の
項
で
は
、守
墓
人
烟
戸
の
身
分
と
地
位
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
た
記
述
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
守
墓
人
烟
戸
を
「
生
口
」
と
み
な
す
王
建
群
『
好
太
王
碑
の
研
究
』（
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
八
月
、
邦
訳
が
同
年
一
二
月
、

日
本
の
雄
渾
社
か
ら
出
て
い
る
。
以
下
の
頁
数
は
邦
訳
に
よ
る
）
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
全
体
に
客
観
的
な
『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
あ
っ
て
、
こ

の
部
分
は
い
さ
さ
か
感
情
的
な
表
現
が
目
立
ち
、
報
告
書
の
内
容
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
る
が
、
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
以

下
、
そ
の
要
点
を
抄
訳
し
て
お
く
。
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守
墓
人
烟
戸
に
つ
い
て
は
、
広
開
土
王
碑
の
発
見
以
来
、
略
与
さ
れ
た
奴
隷
と
お
な
じ
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
一
部
に
あ
る
。
一
九
八
〇

年
代
に
は
、
守
墓
人
烟
戸
の
身
分
は
奴
隷
で
あ
っ
て
、
国
烟
は
い
う
に
及
ば
ず
、
看
烟
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
も
存
し
た
。

　

そ
の
根
拠
の
第
一
は
、
広
開
土
王
碑
が
、
王
の
存
命
中
の
教
言
と
し
て
「
若
し
、
吾
れ
、
萬
年
の
後
に
守
墓
者
を
安
ん
ぜ
ん
に
は
、
但た

だ

吾
れ
躬
ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
を
取
り
、
洒
掃
に
備
へ
令し

む
る
の
み
」
と
し
る
す
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
守
墓
人
は
、
対

百
済
戦
争
に
お
い
て
略
奪
さ
れ
た
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
の
身
分
は
賤
業
に
従
事
す
る
奴
隷
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、い
ま
一
つ
の
根
拠
は
、広
開
土
王
碑
が
守
墓
人
に
つ
い
て
、「
自
今
以
後
、更た
が

相ひ

に
轉
賣
す
る
を
得
ず
。
富
足
の
者
有
り
と
雖
も
、

亦
た
擅
ほ
し
い
ま
まに

買
ふ
を
得
ず
」
と
し
る
す
点
で
あ
る
。
王
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
裏
を
か
え
せ
ば
、
そ
れ
以
前
は
転
売
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
勝
手
に
買
っ
て
は
な
ら
な
い
」（「
不
得
擅
買
」）
と
い
う
の
は
、
許
可
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
、
買
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
（
王
氏
前
掲
著
、
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
）。

　

こ
う
し
た
、
守
墓
人
烟
戸
が
元
来
売
買
可
能
な
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
発
言
は
、
守
墓
人
烟
戸
＝
奴
隷
説
を
主
張
す
る
学
者
の
代
表
的
な
見

解
だ
が
、
仔
細
に
分
析
す
る
と
、
広
開
土
王
陵
の
守
墓
人
烟
戸
の
身
分
は
、
か
な
ら
ず
し
も
奴
隷
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
四

点
に
わ
た
っ
て
そ
の
根
拠
を
の
べ
よ
う
。

　

第
一
点
。「
烟
戸
は
奴
隷
な
り
」
と
主
張
す
る
人
の
論
理
的
な
推
理
は
、
こ
う
で
あ
る
。「
高
句
麗
が
対
百
済
戦
争
で
捕
獲
し
た
人
は
〔
も

と
も
と
〕
卑
し
い
仕
事
に
使
役
さ
れ
て
い
た
奴
隷
だ
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
人
た
ち
を
守
墓
人
烟
戸
と
し
て
使
っ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
、

烟
戸
は
奴
隷
で
あ
る
」
と
。
表
面
的
に
は
、
こ
う
し
た
推
理
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
最
初
の
命
題
（
つ
ま
り
、「
高

句
麗
が
対
百
済
戦
争
で
捕
獲
し
た
人
は
〔
も
と
も
と
〕
卑
し
い
仕
事
に
使
役
さ
れ
て
い
た
奴
隷
だ
っ
た
」
と
す
る
点
）
が
、史
実
に
反
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

広
開
土
王
碑
の
記
載
に
よ
っ
て
、
永
楽
六
年
丙
申
（
三
九
六
）、
王
は
、
み
ず
か
ら
水
軍
を
率
い
て
百
済
を
討
伐
し
て
、
敵
の
五
八
の
城
と

七
〇
〇
の
村
落
を
抜
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
一
七
年
丁
未
（
四
〇
七
）
に
も
、
王
は
、
騎
兵
五
万
人
を
派
遣
し
て
、
百
済
を
攻
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撃
し
、
城
を
六
つ
と
、
い
く
つ
か
の
村
落
を
獲
得
し
て
い
る
。
広
開
土
王
碑
に
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
王
は
百
済
と
の
戦
争
で
六
四
の

城
と
一
四
〇
〇
の
村
落
を
手
に
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、
百
済
王
の
弟
や
大
臣
一
〇
人
ま
で
も
が
俘
虜
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
だ
と
し

た
ら
、
六
四
の
城
及
び
一
四
〇
〇
の
村
落
に
い
る
貴
族
・
官
吏
・
一
般
庶
民
は
、
王
が
捕
虜
し
た
百
済
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
み
な
「
吾
れ
躬

ら
巡
り
て
略
来
せ
し
所
の
韓
と
穢
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
多
く
は
「
賤
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
奴
隷
」
に
は
ふ
く
ま
れ

な
い
。
な
の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
な
か
か
ら
取
ら
れ
た
二
二
〇
戸
の
烟
戸
が
、
こ
と
ご
と
く
奴
隷
だ
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
客
観
的
に

み
る
と
、
韓
・
穢
か
ら
来
服
し
た
国
烟
・
看
烟
の
も
と
の
身
分
は
複
雑
な
は
ず
で
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
貴
族
・
官
吏
・
一
般
庶
民
で
あ
る
。

そ
の
な
か
に
奴
隷
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
ふ
く
ま
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
数
量
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。
こ
れ
を
推
測
す
る
の

は
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
韓
・
穢
か
ら
来
服
し
た
烟
戸
た
ち
の
も
と
の
身
分
は
、
高
句
麗
の
国
烟
・
看
烟
に
な
っ
て
か
ら
の
身
分
と
は
ま
っ

た
く
別
の
も
の
で
、
け
っ
し
て
混
同
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　

第
二
点
。
新
し
く
や
っ
て
き
た
韓
・
穢
に
し
て
も
、
旧
庶
民
か
ら
採
用
し
た
国
烟
・
看
烟
に
し
て
も
、
そ
の
お
も
な
仕
事
は
、
守
墓
と
掃

除
で
あ
る
。
碑
文
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
、
か
つ
て
は
守
墓
人
烟
戸
を
売
買
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
も
、
相
手
の
同
意

が
必
要
な
の
で
あ
り
、擅
に
買
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。烟
戸
を
奴
隷
だ
と
主
張
す
る
論
者
は
、「
売
買
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
言
葉
を
と
ら
え
て
、
こ
の
一
点
か
ら
、
守
墓
人
烟
戸
＝
奴
隷
だ
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
し
て
権

威
の
あ
る
研
究
者
の
、
奴
隷
に
つ
い
て
の
基
本
的
観
点
に
反
し
て
い
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
奴
隷
と
農
奴
の
根
本
的
区
別
を
混
同
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　

�

奴
隷
占
有
制
度
の
下
に
お
け
る
生
産
関
係
の
基
礎
は
、
奴
隷
主
が
生
産
手
段
と
生
産
労
働
者
を
占
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
生
産
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労
働
者
と
は
、
奴
隷
主
が
、
家
畜
の
よ
う
に
売
買
や
殺
戮
の
で
き
る
奴
隷
で
あ
る
。

　
　

�　

封
建
制
度
の
下
に
お
け
る
生
産
関
係
の
基
礎
は
、
封
建
主
が
生
産
手
段
を
占
有
す
る
こ
と
と
、
生
産
労
働
者
、
す
な
わ
ち
農
奴
を
不

完
全
に
占
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
封
建
主
は
、農
奴
を
殺
戮
で
き
な
い
が
、農
奴
を
売
買
す
る
こ
と
は
で
き
る
。（「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
問
題
」

『
ス
タ
ー
リ
ン
選
集
』
下
巻
、
四
四
六
～
四
四
七
頁
）

　

こ
こ
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
奴
隷
を
、
奴
隷
主
が
家
畜
の
よ
う
に
売
買
や
殺
戮
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産
労
働
者
だ
と
定
義
し
て
い
る
。

売
買
で
き
る
こ
と
、
殺
戮
で
き
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
同
時
に
兼
ね
備
え
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
奴
隷
と
呼
ん
で
よ
い
。
殺
戮
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
奴
隷
と
農
奴
を
区
別
す
る
主
要
な
指
標
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
奴
隷
と
農
奴
の
自
由
の
程
度
を
は
か
る
も
っ
と
も

よ
い
基
準
で
も
あ
る
。

　

広
開
土
王
碑
の
記
述
は
、
か
つ
て
は
烟
戸
が
売
買
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
殺
戮
す
る
と
か
、
殺
戮
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
と
か
は
、
片
言
隻
句
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
烟
戸
た
ち
が
、
国
烟
・
看
烟
も
ふ
く
め
て
、
生
命
権
を
保
障
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
、
断
じ
て
奴
隷
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
広
開
土
王
碑
で
は
、
同
時
に
「
守
墓
人
は
、
今
自
り
以
後
、
更た
が

相ひ

に
轉
賣
す
る
を
得
ず
。
富
足
の
者
有
り
と

雖
も
、
亦
た
擅
ほ
し
い
ま
まに

買
ふ
を
得
ず
。
其
れ
、
令れ
い

に
違そ
む

き
て
賣
る
者
有
ら
ば
、
之
を
刑け
い

す
。
買
ふ
人
は
、
制せ
い

令れ
い

を
も
て
守
墓
せ
し
む
」
と
規
定

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
守
墓
人
烟
戸
に
対
し
、
法
令
を
作
っ
て
、「
自
今
以
後
、
更た
が

相ひ

に
轉
賣
す
る
を
得
ず
」
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
定

め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
少
な
く
と
も
広
開
土
王
の
時
代
に
は
、
守
墓
人
烟
戸
の
身
分
が
農
奴
の
そ
れ
よ
り
す
こ
し
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

第
三
点
。
上
記
の
二
点
は
、「
烟
戸
は
奴
隷
な
り
」
と
主
張
す
る
人
が
あ
げ
る
根
拠
に
対
す
る
反
論
だ
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
証
拠
を
補
足

し
て
お
く
。
広
開
土
王
碑
で
は
、
規
定
に
違
反
し
て
烟
戸
を
売
買
し
た
人
に
対
す
る
処
罰
に
つ
い
て
、「
擅
に
烟
戸
を
買
う
も
の
は
、
守
墓
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人
烟
戸
に
す
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
規
定
だ
と
、
買
う
人
の
多
く
は
「
富
足
之
者
」
だ
が
、
豊
か
で
満
ち
た
り
た
人
も
守
墓
人
烟
戸

に
な
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
守
墓
人
烟
戸
が
、
か
な
ら
ず
し
も
賤
業
に
従
事
す
る
奴
隷
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
裏
づ
け
と

な
ろ
う
。

　

第
四
点
。
集
安
高
句
麗
碑
に
は
、
最
後
に
「
自
今
以
後
、
不
得
擅
自
更
相
転
売
。
雖
富
足
之
者
、
亦
不
得
其
買
売
。
如
有
違
令
者
、
後
世

□
嗣
□
□
、
看
其
碑
文
、
与
其
罪
過
」（「
□
嗣
」
は
「
子
嗣
」
や
「
後
嗣
」
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
う
し
ろ
の
二
文
字
は
「
懲
罰
」
あ
る
い
は
「
並
罰
」

が
く
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
再
度
、
守
墓
人
烟
戸
を
売
買
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
豊
か
な
人
で
も
売
買
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
二
点
を
強
調
し
て
い
る
。
違
反
す
れ
ば
、
売
買
し
た
も
の
が
処
罰
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
孫
ま
で
も
が

連
坐
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
守
墓
人
烟
戸
は
相
当
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
、
け
っ
し
て
自
由
に
売
買
・
殺
戮
で
き
る

奴
隷
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
烟
戸
」
に
つ
い
て
碑
文
に
は
も
う
一
つ
の
呼
称
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
「
守
墓
之
民
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
烟
戸
が
す
で
に
庶
民
の
階
層
に
編
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
あ
か
し
で
あ
り
、
こ
の
点

か
ら
、
彼
ら
は
、
高
句
麗
が
支
配
し
た
普
通
の
庶
民
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
、広
開
土
王
碑
に
し
ろ
、新
出
の
集
安
高
句
麗
碑
に
し
ろ
、そ
こ
に
登
場
す
る
高
句
麗
王
に
守
墓
を
す
る
「
烟
戸
」
は
、

奴
隷
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
高
句
麗
国
家
の
普
通
の
庶
民
だ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
、報
告
書
の
主
張
の
要
点
を
紹
介
し
た
。
む
つ
か
し
い
問
題
だ
が
、議
論
の
前
提
と
し
て
「
奴
隷
」「
農
奴
」
と
い
っ
た
用
語
の
定
義
、

さ
ら
に
は
広
開
土
王
碑
に
み
え
る
国
烟
・
看
烟
の
性
格
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
右
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
烟
戸
の
も
と
の
身
分
と
、
高
句
麗
の
国
烟
・
看
烟
と
し
て
の
身
分
は
わ
け
て
考
え
る
べ
き
で
、
こ
の
あ
た
り
の
取
り
扱
い
も
慎
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重
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
烟
戸
の
身
分
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
も
こ
う
し
た
議
論
は
続
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
集
安
高
句
麗
碑
』
で
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
武
田
幸
男
『
高
句
麗
史
と
東
ア
ジ
ア
』（
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
六
月
）
第

一
編
第
二
章
「
新
領
域
の
城
―
戸
支
配
」
に
は
、
広
開
土
王
碑
に
み
え
る
守
墓
人
烟
戸
制
の
詳
し
い
分
析
が
あ
り
、
有
益
で
あ
る
こ
と
を
附

言
し
て
お
く
。

　

今
後
の
展
望

　

以
上
、
新
出
の
集
安
高
句
麗
碑
に
つ
い
て
、
集
安
市
博
物
館
編
著
『
集
安
高
句
麗
碑
』
に
よ
り
つ
つ
、
そ
の
史
料
と
し
て
特
色
に
つ
い
て

考
え
て
き
た
。
建
碑
の
年
代
を
は
じ
め
と
し
て
、
ま
だ
確
定
し
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
碑
が
、
四
世
紀
後
半

か
ら
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
高
句
麗
王
と
そ
の
王
陵
に
つ
い
て
、
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
稀
有
の
史
料
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
字
数
こ
そ
多
く
は
な
い
が
、
学
界
を
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
の
で
あ
る
。

　

と
く
に
、
こ
れ
ま
で
孤
立
的
な
史
料
で
あ
っ
た
、
広
開
土
王
碑
第
三
段
落
の
解
釈
に
光
明
を
与
え
た
点
は
、
こ
の
碑
の
特
筆
す
べ
き
点
で

あ
る
。
高
句
麗
王
陵
の
守
墓
制
度
の
研
究
上
、
こ
の
碑
の
存
在
は
看
過
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
さ
き
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
広
開
土
王
碑
に
は
「
上
祖
・
先
王
自
り
以
来
、
墓
の
上ほ
と
りに
石
碑
を
安
ん

ぜ
ず
、
守
墓
人
の
烟
戸
を
使
て
差
錯
せ
し
む
る
に
致
れ
り
。
唯た

だ
國
岡
上
廣
開
土
境
好
太
王
の
み
、
盡
こ
と
ご
とく
祖
・
先
王
の
爲
に
墓
の
上
に
碑
を

立
て
、
其
の
烟
戸
を
銘し
る

し
て
、
差
錯
せ
令
め
ざ
り
き
」
と
あ
っ
て
、
広
開
土
王
が
上
祖
・
先
王
の
為
に
、
す
べ
て
の
墓
の
ほ
と
り
に
石
碑
を

立
て
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
今
回
発
見
さ
れ
た
集
安
高
句
麗
碑
以
外
に
も
、
附
近
の
王
陵
か
ら
広
開
土
王
碑
の
建
て
た

石
碑
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
報
告
書
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
集
安
高
句
麗
碑
が
千
秋
墓
に
附
属
す
る
石
碑
で
あ
っ
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た
と
す
れ
ば
、
他
の
麻
線
墓
区
の
有
力
墳
墓
か
ら
同
様
の
石
碑
が
発
見
さ
れ
て
も
、
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
集
安
高
句
麗
碑
は
、
そ
う

し
た
今
後
の
新
史
料
の
出
現
へ
の
可
能
性
を
拓
い
た
と
い
う
点
で
も
、
意
義
深
い
史
料
と
い
え
る
。

〔
附
記
〕

①
小
論
は
、
平
成
二
五
年
六
月
、『
集
安
高
句
麗
碑
』
を
入
手
し
て
か
ら
、
一
気
呵
成
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
趣
旨
は
『
文
化
史
史
料
考
證
―
嵐
義
人
先
生
古
稀
記

念
論
集
』
に
寄
稿
し
た
拙
稿
「
集
安
高
句
麗
碑
の
発
見
と
そ
の
意
義
」
で
も
略
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
同
稿
は
枚
数
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
、
よ
り
詳
細

な
小
論
を
ま
と
め
、
こ
の
『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
五
三
輯
に
投
稿
す
る
こ
と
と
し
た
。
原
稿
の
提
出
は
平
成
二
六
年
九
月
下
旬
の
こ
と
だ
が
、
原
稿
が
印
刷
に
回
っ

た
一
〇
月
中
旬
に
な
っ
て
、
東
方
書
店
に
依
頼
し
て
い
た
張
福
有
編
著
『
集
安
麻
線
高
句
麗
碑
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
五
月
）
が
手
元
に
届
い
た
（
本
書
で

は
、「
集
安
高
句
麗
碑
」
の
呼
称
は
い
さ
さ
か
曖
昧
で
あ
る
と
し
て
、「
集
安
麻
線
高
句
麗
碑
」
の
名
称
を
あ
ら
た
に
採
用
）。

　

本
書
は
、
集
安
高
句
麗
碑
に
関
す
る
既
発
表
の
論
文
と
新
稿
を
あ
わ
せ
た
四
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
冊
で
、
巻
頭
に
排
さ
れ
た
碑
字
一
字
一
字
の
写
真
、
拓
本
と
そ

の
反
転
、
文
字
の
輪
郭
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
な
ど
は
、
碑
文
を
直
接
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
有
益
で
あ
っ
た
。

　

な
に
よ
り
驚
い
た
の
は
、
さ
き
の
『
集
安
高
句
麗
碑
』
で
示
さ
れ
た
碑
字
は
一
五
六
字
で
、
判
読
さ
れ
な
い
ま
ま
の
文
字
も
多
数
存
し
た
が
、
本
書
で
は
、
碑
石

の
缺
損
し
た
冒
頭
部
分
の
九
字
の
類
推
や
従
来
の
釈
文
の
訂
正
も
ふ
く
め
、
二
一
七
字
（
当
初
は
二
一
八
字
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
第
Ⅵ
面
は
二
一
字
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
一
字
減
っ
た
）
す
べ
て
を
読
み
切
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

い
ま
本
書
の
一
〇
頁
及
び
一
四
一
頁
の
記
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
釈
文
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
□
内
は
推
定
、
太
字
は
追
加
・
訂
正
さ
れ
た
文
字
）。

　
　
　

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

　
　

Ⅰ
惟
雄
才

世
必
授
天
道
自
承
元
王
始
祖
鄒
牟
王
之
創
基
也

　
　

Ⅱ
天
帝
之

子
河
伯
之
孫
神
靈
祐
護
假
蔭
開
國
辟
土
繼
胤
相
承

　
　

Ⅲ
遠
近

舊
民
各
家
烟
戸
以
此
河
流
四
時
祭
祀
然
萬
世
悠
長
烟

　
　

Ⅳ
戸
亦
轉
賣
烟
戸
爲
禁
舊
民
富
庶
擅
轉
賣
韓
穢
守
墓
者
以
銘

　
　

Ⅴ
守
墓
人
標
然
唯
國

罡
罡 上

太
王
號
平
安
太
王
神
武
乗
輿
東
西

　
　

Ⅵ
廿
家
巡
故
國
追
述
先
聖

烈
功 勲

彌
高
烋
烈
繼
古
人
之
慷
慨
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Ⅶ
此
河
流
丁
卯
歳
刊
石
自
戊
申
定
律
教
言
發
令
並
修
復
各
於

　
　

Ⅷ
祖
先
王
墓
立
碑
銘
其
烟
戸
頭
廿
人
名
宣
示
後
世
自
今
以
後

　
　

Ⅸ
守
墓
之
民
不
得
擅
買
更
相
擅
賣
雖
富
足
之
者
亦
不
得
其
買

　
　

Ⅹ
賣
向
若
違
令
者
後
世
繼
嗣
之
者
看
其
碑
文
與
其
罪
過

　

碑
石
の
写
真
を
み
た
か
ぎ
り
で
は
、
全
体
に
摩
滅
が
は
な
は
だ
し
く
、
さ
き
の
報
告
書
で
□
と
さ
れ
た
箇
所
が
短
期
間
の
再
調
査
で
多
数
判
読
し
う
る
と
は
思
え

な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、『
集
安
麻
線
高
句
麗
碑
』
の
釈
文
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
あ
ら
た
め
て
『
集
安
麻
線
高
句
麗
碑
』
に
掲
げ
ら
れ
た
碑
字
等
の
写
真
を

精
査
す
る
と
、
な
る
ほ
ど
と
思
わ
れ
る
文
字
の
存
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

二
一
七
字
す
べ
て
の
釈
文
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
箇
所
の
文
意
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、
な
か
で
も
注

目
さ
れ
る
の
は
、
第
七
行
目
の
「
丁
卯
歳
刊
石
」「
自
戊
申
定
律
」
と
い
う
干
支
を
ふ
く
む
部
分
で
あ
る
。
こ
の
釈
文
の
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、
張
福
有
氏
が
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
定
律
の
あ
っ
た
戊
申
年
と
は
広
開
土
王
の
在
位
中
の
西
暦
四
〇
八
年
、
立
碑
の
年
代
を
示
す
「
丁
卯
歳
」
は
長
寿
王
の
治
世
の
四
二
七
年
に
も
と
め
る

の
が
妥
当
と
な
ろ
う
。
と
な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
集
安
高
句
麗
碑
』
の
推
測
す
る
年
代
は
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
集
安
高
句
麗
碑
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
小
論
で
は
故
国
壌
王
（
在
位
三
八
四
～
三
九
一
）
の
王
陵
と
み
ら
れ
る
千
秋
墓
に
附
属
す
る
も
の
と
の
み
か

た
を
紹
介
し
た
が
、
張
氏
に
よ
れ
ば
、
千
秋
墓
は
そ
の
一
代
前
の
小
獣
林
王
（
在
位
三
七
一
～
三
八
四
）
の
陵
墓
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
集
安
高
句
麗
碑
が
、

河
を
隔
て
て
王
陵
と
反
対
側
に
位
置
す
る
こ
と
や
、
碑
文
で
は
故
国
壌
王
の
事
蹟
に
ま
っ
た
く
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
碑
石

の
発
見
地
が
も
と
も
と
の
建
碑
の
場
所
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
し
（
第
一
、
碑
座
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）、
碑
文
自
体
は
守
墓
制
度
に
つ
い
て
の
べ
る
こ
と
に
主
眼
が

あ
る
の
で
、
は
た
し
て
故
国
壌
王
の
事
蹟
を
し
る
す
必
要
が
あ
る
か
も
疑
問
で
あ
る
（
記
載
が
な
い
の
は
、
小
獣
林
王
も
同
じ
で
あ
る
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書

の
出
版
に
よ
っ
て
、
集
安
高
句
麗
碑
の
研
究
に
あ
ら
た
な
展
開
が
訪
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

小
論
も
、
本
来
な
ら
、
こ
う
し
た
最
新
の
成
果
を
踏
ま
え
て
全
文
を
書
き
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
そ
の
時
間
的
餘
裕
も
な
い
の
で
、
そ
れ
は
後
日
の

課
題
と
し
た
い
。
小
論
で
引
用
し
た
釈
文
も
『
集
安
高
句
麗
碑
』
の
ま
ま
と
し
た
が
、
読
者
諸
彦
の
ご
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

②
な
お
、
小
論
は
、
平
成
二
六
年
度
皇
學
館
大
学
津
田
学
術
研
究
基
金
（「
集
安
高
句
麗
碑
の
綜
合
的
研
究
」、
研
究
代
表
・
荊
木
美
行
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

基
金
の
交
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
学
当
局
に
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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